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第47回  創造経営研究大会報告
『生活者経済を担う創造経営の展開』

　　　　　　  ～コロナ危機を超えて～



フィランソロピー・人類経済秩序と人類愛

危機を克服できる家族と地域の創造

1．危機の認識と対応
・コロナパンデミックへの対応を通して
　わが国は 2011 年東日本大震災とそれに伴う福島第一原発事故が発生し、それから 10 年、復興にむけて
の努力が続けられていた最中で、2020 年初頭から国内での新型コロナウイルスの感染が始まった。しかも、
2021 年 8 月には復興の証しとしての東京オリンピック・パラリンピックの開催がコロナ感染のピークと
重なり、それらへの対応も限界状態のもとで進められた。その後感染は拡大から縮小に入っているけれど
も、医療、経済、生活への着実な対応が求められるのはこれからである。
・構造的危機への認識
　感染症に代表される危機は、不安定な状態が突発的に発生し、それに対する緊急対応が迫られることで
あり、その典型が新型コロナパンデミックである。
　人類が直面している危機はコロナパンデミックだけでなく、地球温暖化に伴う異常気象や生態系の破壊
などの構造的危機が進行している。このことへの共通理解にもとづく国際的対応は始まったばかりである。
危機対応の基本は他責にすることでなく、一人ひとりが責任ある行動をとることからの出発である。それ
をもとにして危機に対応できる社会の形成も可能となる。

2．経済成長と引き換えに失ったもの
・人間中心社会の成長の限界
　近代の主役は神から人間となり、経済も農業・牧畜（第一次産業）から工業、サービス業に移行してき
た。変革の主役は宗教でなく科学であり、それにもとづく産業の発展である。同時に近代社会は個人の自
由・平等（基本的人権）を基本として政治・経済システムと一体となって営まれている。資本と労働をも
とにした連続的技術革新と同時に、生産に伴う消費の拡大の好循環が続けられ、物質的豊かさと人口増加
をもたらした。しかし、1970 年代から経済成長の限界が指摘されて、半世紀を経て地球規模の危機が顕
在化し、これに対して国際的共通認識と対応が始まろうとしている。
・経済成長と引き換えに失ったもの
　物質的豊かさと引き換えに、社会を持続させていく中核となる家族と地域の崩壊が急速に進んでいる。
わが国は少子高齢化社会に世界で最初に突入した。しかも危機対応の基盤となる家族と地域が崩壊の危機
にある。

3．生活者による家族と地域の創造
・生命の動態連続性に気づく
　個別生命体は少しずつ分子レベルの損傷が進み、秩序が保てなくなる。それが死である。しかし、それ
に対して次の世代が生み出され、バトンタッチし生命は連続していく。
　生命を個別でみるのではなく、動態連続していくことに生命の本質がある（動態連続生命観）。
　同時に私たちは地球の生命、生物の一部として、大自然のもとで生かされていることに気づき、一人ひ
とりが自律的生活をすることが求められる。
・創造生活に根ざした家族と地域に向けて
　過去から現在へ、そして現在から未来への生命の流れは親子、夫婦を中心とする家庭生活を通して連続
していく。同時に、隣人を始めとする地域における相互の信頼、お互い様の関係、それにもとづくネット
ワークが危機の克服だけでなく、人間性の形成、文化の継承、自然環境の保全を可能にしていく。危機の
克服できるしなやかで強靭な社会の基盤は家族と地域である。その主役は創造的生活者である。

日本創造経営グループ　代表　礒部　巖
※ P.18 のフィランソロピー解説のページをご参照ください。



創造経営ホームページアドレス
https：//www.sokei .co.jp

■表紙　　画　『湯立ての舞』
	 　　神々に
	 　　湯を立て捧げ
	 　　霜月に

■提供　　高橋英男
　⃝現代水墨画協会同人
　⃝創造水墨画会主宰
　　　　　ご連絡先　TEL　０４８−９３5−２７６９
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第47回 創造　経営研究大会

 『生活者経済を担う  創造経営の展開』
～コロナ危機  を超えて～

創
造
者
表
彰

第48回
創
造
者
表
彰

第47回●
銅
賞

●
銀
賞

　

第
48
回
創
造
者
表
彰
と
し
て
、
以
下
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

創
造
者
と
は
、
創
造
者
育
成
を
実
践
し
て
い
る

会
員
各
社
よ
り
、
家
庭
・
職
場
で
の
創
造
活
動
を

通
じ
、
他
の
模
範
と
な
る
方
々
で
す
。

株
式
会
社
日
本
経
営
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

	

東　
　

圭
一

株
式
会
社
サ
エ
ラ	

吉
野　

明
美

株
式
会
社
太
陽
メ
デ
ィ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

	

小
林　

和
徳

株
式
会
社
飯
田
工
務
店

	

橋
本　

竜
一

株
式
会
社
日
本
経
営
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

	

江
畑　

直
樹

東
建
産
業
株
式
会
社	

島
田　

貴
史

株
式
会
社
サ
エ
ラ	

若
林　

雅
之

株
式
会
社
サ
エ
ラ	

中
村　

早
織

株
式
会
社
サ
エ
ラ	

吉
田　

八
重

株
式
会
社
サ
エ
ラ	

伊
藤　

隼
平

株
式
会
社
太
陽
メ
デ
ィ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

	

山
田　

竹
則

株
式
会
社
メ
デ
ィ
ッ
ク
太
陽	

横
山　

麻
美

株
式
会
社
メ
デ
ィ
ッ
ク
太
陽	

阿
部　

明
佳

株
式
会
社
メ
デ
ィ
ッ
ク
太
陽	

長
谷
川
義
浩

株
式
会
社
日
本
経
営
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

	

吉
岡　
　

潤

発　表　内　容

◆創造者表彰

◆事例研究発表
　「生活者経済を担う、
　　　　三代をかけてのイノベーション」
　　　　　　〜創業100年を超えて〜
　　株式会社田村屋
� 代表取締役社長　遠藤　直行

◆研究発表及び総括
　●発表
	　「自己の使命に気づき、
　　　経営補完者としての役割を果たす」
　　株式会社飯田工務店
� 総務財務部長　橋本　竜一

　●研究発表
	　「事業創造
　　〜本業を深めて	新たな事業を生み出す〜」
　　株式会社創造経営センター
� 取締役　高橋　朋秀

　●創造経営研究大会　総括講評
　　日本創造経営グループ　議長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　森田　雅美
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第47回 創造　経営研究大会

 『生活者経済を担う  創造経営の展開』
～コロナ危機  を超えて～

創造経営研究大会の目的

一
般
社
団
法
人	

日
本
創
造
経
営
協
会

�

理
事
長　

山
口
　
脩

◇
資
本
主
義
経
済
の
行
き
詰
ま
り

　

資
本
主
義
経
済
は
モ
ノ
カ
ネ
の
豊
か
さ

が
人
類
の
し
あ
わ
せ
を
実
現
す
る
と
し

て
、
経
済
的
豊
か
さ
を
追
求
し
た
結
果
、

自
然
の
持
つ
自
浄
能
力
を
超
え
地
球
生
命

危
機
（
自
然
環
境
の
破
壊
）
を
も
た
ら
し

て
き
た
。
ま
た
、
貧
富
の
差
が
拡
大
す
る

格
差
社
会
、
さ
ら
に
都
市
へ
の
人
口
移
動

に
よ
る
「
家
の
生
活
文
化
」
伝
承
の
破
綻
、

社
会
の
基
盤
と
な
る
家
庭
の
崩
壊
、
地
方

消
滅
の
危
機
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
資
本
主
義
経
済
の
行
き
詰
ま

り
か
ら
、
い
ま
持
続
可
能
な
社
会
開
発

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）、
さ
ら
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内

総
生
産
）
に
変
わ
る
、
新
た
な
指
標
と

し
て
Ｇ
Ｄ
Ｗ
（Gross D

om
estic W

ell-
being　

国
内
総
幸
福
：
身
体
的
、精
神
的
、

社
会
的
、
霊
的
に
良
好
な
状
態
）
が
取
り

上
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

◇	

創
始
者　

薄
衣
佐
吉
翁
の
祈
り
と
願
い

と
生
活
者
経
済

　

佐
吉
翁
の
遺
稿
『
日
本
学
宗
』
は
「
人

類
の
幸
福
実
現
」
の
著
書
で
あ
る
。

　

日
本
に
渡
来
し
た
部
族
が
混
血
を
繰
り

返
し
、
先
住
部
族
が
自
分
た
ち
の
文
化
に

新
た
に
渡
来
し
た
部
族
の
優
れ
た
文
化
を

取
り
入
れ
融
合
化
し
、
単
一
民
族
と
し
て

独
自
の
「
日
本
文
明
」
を
つ
く
り
あ
げ
て

き
た
。

　

動
態
連
続
生
命
観
に
も
と
づ
く
五
徳
生

活
と
、
親
祖
先
の
悲
し
み
苦
し
み
を
喜
び

に
転
換
す
る
創
造
生
活
を「
科
学
」と「
宗

教
」
の
架
け
橋
に
「
万
人
の
し
あ
わ
せ
創

造
」を
導
く「
生
活
者
経
済
」を
提
唱
し
た
。

　

生
活
者
経
済
と
は
、
①
自
然
人
と
し
て

の
自
然
へ
の
畏
敬
と
共
生
す
る
生
活
と
企

業
経
営　

②
都
市
と
農
村
の
循
環
型
社
会

づ
く
り　

③
物
心
均
衡
し
た
創
造
生
活　

④
し
あ
わ
せ
創
造
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
地
域
経
済
の
活
性
化
（
一
波
万
波
運

動
）　

⑤
動
態
連
続
生
命
を
架
け
橋
と
す

る
「
科
学
」
と
「
宗
教
」
の
共
生
と
融
合

で
あ
る
。

◇	

「
生
活
者
経
済
」
実
現
に
向
け
た
企
業

家
活
動

　

生
活
者
経
済
を
実
現
す
る
に
は
、
①
働

く
一
人
ひ
と
り
の「
生
き
が
い
働
き
が
い
」

を
創
造
す
る
人
づ
く
り
が
基
本
。
②
一
企

業
の
利
益
追
求
か
ら
、
取
引
先
と
の
共
生

共
益
実
現
を
共
通
の
価
値
観
と
す
る
企
業

群
を
編
成
し
、
地
域
に
根
ざ
し
地
域
経
済

の
活
性
化
を
は
か
る
。
③
企
業
家
は
創
業

精
神
を
踏
ま
え
、
経
営
目
的
の
掘
り
下
げ

と
本
業
を
磨
き
、
取
引
先
の
困
っ
て
い
る

問
題
解
決
に
あ
た
る
。そ
し
て
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
創
出
、
生
産
方
式
・
サ
ー
ビ
ス
シ

ス
テ
ム
の
開
発
、
新
市
場
の
開
拓
、
地
域

生
産
物
の
活
用
や
新
調
達
先
の
開
拓
に
よ

る
事
業
創
造
に
あ
る
。

�

（
要
約
）

創造経営システムは
｢しあわせ創造システム｣
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生
活
者
経
済
を
拓
く
、

三
代
を
か
け
て
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

〜
創
業
１
０
０
年
を
超
え
て
〜

株
式
会
社　

田
村
屋

１
．
田
村
屋
の
歴
史顧

問　

遠
藤　

泰
代
氏

　

㈱
田
村
屋
（
以
下
、
田
村
屋
）
は
、
現
社
長
の
遠

藤
直
行
氏
が
六
代
目
で
、
ま
も
な
く
創
業
1
0
0

年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
じ
め
に
田
村

屋
の
顧
問　

遠
藤
泰
代
氏
（
現
社
長
の
母
）
よ
り

田
村
屋
の
歴
史
に
つ
い
て
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　

大
正
14
年
の
創
業
の
経
緯
、
初
代
・
二
代
目
・
三

代
目
と
田
村
屋
を
支
え
て
き
た
夫
婦
の
歩
み
。
そ
し

て
自
分
達
の
代
（
四
代
目
社
長　

遠
藤
潤
・
泰
代

夫
妻
）
で
大
型
量
販
店
と
の
取
引
を
開
始
し
、「
体

が
痛
い
の
を
通
り
越
し
て
、
骨
が
痛
い
」
ほ
ど
働

き
会
社
を
成
長
さ
せ
た
思
い
。
そ
し
て
息
子
達
世

代
へ
の
継
承
と
1
0
0
年
の
時
を
振
り
返
っ
て
頂

き
ま
し
た
。

２
．
環
境
変
化
と
克
服
す
べ
き
課
題

常
務
取
締
役　

遠
藤　

雅
也
氏

　

遠
藤
常
務
か
ら
は
「
環
境
変
化
」
と
、
そ
の
中

で
田
村
屋
の
「
克
服
す
べ
き
課
題
」
に
つ
い
て
発

表
頂
き
ま
し
た
。

　
「
環
境
変
化
」
に
つ
い
て
は
、
①
「
生
活
者
の
変

化
」
に
つ
い
て
「
平
均
世
帯
人
数
」「
共
働
き
世
帯

数
」「
一
人
暮
ら
し
世
帯
数
」な
ど
過
去
数
十
年
に
わ

た
る
推
移
を
デ
ー
タ
に
基
づ
き
説
明
頂
き
ま
し
た
。

　

次
に
②
「
供
給
側
・
流
通
機
構
の
変
化
」
に
つ
い

て
「
惣
菜
市
場
規
模
と
伸
び
率
」「
全
国
食
品
ス
ー

パ
ー
の
開
店
・
閉
店
数
」
の
推
移
に
つ
い
て
、
高

崎
市
に
お
け
る
惣
菜
メ
ー
カ
ー
の
推
移
に
つ
い
て

説
明
頂
き
ま
し
た
。
高
崎
市
で
は
30
社
か
ら
現
在

２
社
に
減
少
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
生
き
残
り
を

か
け
て
そ
れ
ほ
ど
厳
し
い
戦
い
で
あ
っ
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
勝
ち
抜
い
て
き
た
田
村
屋
に
お
い

て
も
、
現
在
及
び
今
後
の
環
境
変
化
は
さ
ら
に
増

し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
の
課
題

と
し
て
、
遠
藤
常
務
は
、「
仕
入
力
の
強
化
」「
商
品

の
開
発
力
」「
対
応
力
」
の
３
点
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
村
屋
は
今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
ど
う
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
か
、
こ
の
後
の
対
談
で
お
話
し

頂
き
ま
し
た
。

３
．
対
談
：�

三
代
を
か
け
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

対
談
で
は
、
田
村
屋
の
遠
藤
社
長
、
真
美
夫
人
、

遠
藤
常
務
、
服
部
常
務
の
４
名
に
登
壇
頂
き
、
創

造
経
営
の
森
田
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
ま

し
た
。
以
下
、
対
談
の
ポ
イ
ン
ト
の
要
約
で
す
。

　

24
時
間
3
6
5
日
稼
働
と
い
う
厳
し
い
業
態
で

同
業
と
の
競
争
に
勝
ち
残
り
事
業
を
発
展
さ
せ
、現

在
の
田
村
屋
の
基
盤
を
構
築
し
た
四
代
目
（
遠
藤

潤
氏
）
は
、
ス
ー
パ
ー
に
と
っ
て
掛
け
替
え
の
な

い
存
在
で
あ
る
た
め
に
探
索
を
始
め
ま
す
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
視
察
で
ア
メ
リ
カ
の
惣
菜
を
目
に
し
「
惣

菜
の
可
能
性
は
、
こ
ん
な
に
広
い
の
か
」「
メ
イ
ン

デ
ィ
ッ
シ
ュ
か
ら
デ
ザ
ー
ト
ま
で
す
べ
て
が
わ
れ

わ
れ
の
仕
事
な
ん
だ
」
と
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
、
新
た
な
試
み
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
。

　

五
代
目
を
継
い
だ
長
男
（
清
高
氏
）
は
、
打
っ

て
出
る
の
は
ま
だ
早
い
、
ま
ず
は
内
部
を
固
め
な

け
れ
ば
と
「
財
務
体
質
の
強
化
」
と
「
生
産
体
制

の
充
実
」
に
注
力
し
ま
し
た
。

　

そ
の
基
盤
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
「
環
境
変
化
に

対
し
、
田
村
屋
は
攻
め
に
転
じ
る
べ
し
」
と
の
願

い
を
受
け
て
、
六
代
目
（
直
行
氏
）
が
事
業
を
継

承
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
三
代
を
か
け
て
基
盤
を
整

え
て
き
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

　

六
代
目
を
継
承
し
た
遠
藤
社
長
は
、
量
販
店
と

の
取
引
を
中
心
と
し
た
既
存
事
業
の
「
深
化
」
と

共
に
、
新
事
業
開
発
に
向
け
た
「
探
索
」
を
始
め

ま
す
。「
野
菜
工
場
」
や
「
海
外
視
察
」
な
ど
足

を
使
っ
て
直
接
現
場
に
触
れ
、
肌
で
感
じ
な
が
ら
、

様
々
な
可
能
性
を
探
索
・
追
及
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
代
目
は
、
割
烹
店
で
働
い
た
経
験
が

あ
り
、
高
い
付
加
価
値
を
生
み
出
す
の
は
「
素
材

の
良
さ
で
あ
る
」
と
の
信
念
か
ら
素
材
の
探
索
を

続
け
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
生
活
者
の
ニ
ー

ズ
や
ス
ー
パ
ー
の
期
待
に
応
え
た
惣
菜
づ
く
り
に

は
、
地
元
産
の
よ
い
野
菜
作
り
と
安
定
し
た
供
給

を
確
保
す
る
こ
と
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
ス
タ
ー

ト
が
新
事
業
「
は
る
な
の
山
農
園
」
で
す
。
ま
た
、

そ
こ
に
は
、
農
家
の
高
齢
化
に
伴
う
休
耕
地
の
活

用
や
雇
用
創
出
、
地
域
貢
献
に
よ
る
企
業
ブ
ラ
ン

ド
の
向
上
と
い
う
価
値
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

遠
藤
社
長
の
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
経
営
補
完

者
と
し
て
支
え
る
の
が
遠
藤
常
務
（
四
代
目
の
次

男
）
と
服
部
常
務
で
す
。
遠
藤
常
務
は
「
歴
史
あ

る
田
村
屋
を
絶
対
に
潰
さ
な
い
」
と
の
思
い
を
強

く
抱
き
、
そ
の
た
め
の
役
割
に
徹
し
て
社
長
を
支

え
て
い
ま
す
。
田
村
屋
に
は
四
代
目
夫
妻
の
3
人

の
息
子
が
経
営
層
を
固
め
て
い
ま
す
。
３
兄
弟
は

創
業
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
共
通
の
価
値
観
で
結

ば
れ
、
補
完
関
係
を
築
き
、
お
互
い
の
持
ち
味
を

活
か
し
て
経
営
を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
服
部

代表取締役社長　遠藤　直之氏
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常
務
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
仕
事
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
人
脈
を
受
け
継
ぐ
、
次
の
世
代
の
人
材
育
成

に
向
け
、
現
在
、
２
度
目
の
創
造
経
営
大
学
校
で
、

そ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

遠
藤
社
長
を
支
え
る
も
う
一
人
の
強
力
な
パ
ー

ト
ナ
ー
が
真
美
夫
人
で
す
。
社
長
の
考
え
や
行
動
を

自
然
体
で
受
け
と
め
、
ま
た
、
こ
の
ほ
ど
の
両
親

と
の
同
居
な
ど
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
く
姿
、
こ

れ
こ
そ
こ
れ
か
ら
の
田
村
屋
と
遠
藤
家
を
支
え
る

エ
ネ
ル
ギ
ー（
融
和
力
）
で
す
。
歴
代
の
経
営
者
夫

妻
（
水
野
家
・
酒
井
家
・
遠
藤
家
）、
特
に
女
性
の

方
々
が
家
と
企
業
を
繫
い
で
い
く
た
め
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の
流
れ
が
受
け
継
が
れ
、

さ
ら
に
は
七
代
目
へ
の
道
筋
が
拓
け
て
い
ま
す
。

　

田
村
屋
は
1
0
0
年
の
歩
み
の
中
で
、着
実
に
本

業
を
深
め
磨
き
、
さ
ら
に
新
事
業
を
生
み
だ
し
持

続
的
発
展
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
源
は
、
時

代
の
荒
波
や
困
難
な
課
題
に
遭
遇
し
て
も
、
対
立

し
奪
い
合
う
の
で
は
な
く
、
譲
り
合
い
、
結
び
合

う
家
に
流
れ
る
い
の
ち
が
企
業
生
命
と
し
て
昇
華

さ
れ
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
で
す
。�

（
要
約
）

４
．
感　
謝

相
談
役　

遠
藤　

潤
氏

　

遠
藤
相
談
役
（
四
代
目
）
が
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
ご
自
身
の
継
承
期
の
境
遇
（「
父
の
死
」

「
何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
の
社
長
継
承
」「
得
意
先
の

倒
産
」）
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
そ
の
時
に
得
た
教

訓
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
息
子
た
ち
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
、
一
つ
「
田
村
屋
の
社
員
一
人
ひ
と
り
が
家
族
を

大
切
に
し
、
幸
せ
に
な
っ
て
い
く
」（
創
業
者　

水

野
た
か
の
願
い
）
こ
と
。
二
つ
「
一
つ
一
つ
の
い
の

ち
に
感
謝
し
、
思
い
を
込
め
て
「
お
惣
菜
づ
く
り
」

に
取
り
組
む（
二
代
目　

酒
井
昇
の
も
の
づ
く
り
の

精
神
）
こ
と
。
三
つ
「
正
し
い
経
営
の
筋
道
」（
三

代
目　

遠
藤
清
の
『
天
は
、
悪
に
滅
び
ず
愚
に
滅

ぶ
』）
こ
れ
に
外
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
襟
を
正
し

て
経
営
に
臨
ん
で
頂
き
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
本
日
の
発
表
の
お
礼
と
皆
様
の
弥
栄
を

祈
念
し
、
感
謝
の
言
葉
を
結
ば
れ
ま
し
た
。（
要
約
）

自
己
の
使
命
に
気
づ
き
、

経
営
補
完
者
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す

株
式
会
社　

飯
田
工
務
店

総
務
財
務
部
長　

橋
本　

竜
一
氏

（
父
と
家
系
調
査
に
取
り
組
み
、
自
己
の
至
ら
な

さ
に
気
づ
く
）	

　

私
は
、
父
か
ら
の
影
響
を
強
く
受
け
た
人
生

を
歩
ん
で
来
ま
し
た
。
父
は
勤
勉
で
曲
が
っ
た

こ
と
が
嫌
い
、常
に
正
し
く
あ
る
べ
き
と
教
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
祖
父
は
初
め
て
の
漁
法
を
生
み

出
し
た
漁
師
団
の
一
人
で
名
を
残
し
た
人
で
し

た
。
し
か
し
、
海
難
事
故
で
長
男
・
四
男
を
失

う
悲
し
み
や
、
祖
父
亡
き
あ
と
親
族
間
の
対
立

な
ど
苦
し
み
も
あ
り
ま
し
た
。

　

父
と
共
に
家
系
調
査
を
深
め
て
い
く
中
で
、

父
は
祖
父
の
思
い
に
気
づ
い
た
よ
う
で
、
自
分

が
正
し
い
と
思
っ
て
き
た
生
き
方
を
改
め
た
よ

う
で
す
。
私
も
自
分
が
正
し
い
と
、
と
も
す
れ

ば
相
手
を
批
判
す
る
傾
向
が
強
く
、

受
け
入
れ
る
力
に
欠
け
て
い
た
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
創
造
経
営
大
学

校
で
山
口
先
生
か
ら
も「
批
判
か
ら

は
何
も
生
ま
れ
な
い
」
と
の
言
葉
を

頂
き
、
今
の
ま
ま
で
は
何
も
変
わ
ら

な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。

（
補
完
者
の
使
命
に
気
づ
き
、
役
割

を
果
た
す
）

　

当
社
は
五
代
目
へ
の
継
承
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
あ
る
と
き
「
社
長
の
卒
論
」

を
拝
見
し
ま
し
た
。
社
長
の
家
に
流
れ
る
祖
徳

や
、
社
長
の
抱
え
て
い
る
課
題
、
そ
の
克
服
に

取
り
組
む
難
し
さ
な
ど
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
社
長
の
思
い
や
葛
藤
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
姿
勢

や
言
動
が
補
完
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
悩
ん
で
い
る
と
妻
か
ら
「
ま
ず
社

長
に
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
た
ら
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
相
手
の
素
晴
ら
し
さ
を
受
け
入
れ
て
い

く
こ
と
が
自
分
に
は
足
り
な
い
。
妻
か
ら
補
完

と
は
認
め
合
う
こ
と
か
ら
と
教
わ
り
ま
し
た
。

（
自
己
の
使
命
）

　

ま
ず
私
た
ち
が
「
感
謝
し
合
え
る
夫
婦
」
と

な
り
、
社
長
ご
夫
妻
の
補
完
を
通
し
て
後
継
層

を
導
け
る
よ
う
一
体
化
し
て
い
き
ま
す
。
最
後

に
父
は
祖
父
に
お
詫
び
し
、「
お
前
と
一
緒
に
先

祖
へ
詫
び
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
い
人
生
だ
っ

た
。」
と
他
界
し
ま
し
た
。
私
も
父
の
よ
う
に
心

か
ら
感
謝
で
き
る
人
に
な
り
ま
す
。

（
要
約
）

総務財務部長　橋本　竜一氏
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VOICE

創造経営
研究成果発表会
に参加して

総
括

日
本
創
造
経
営
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

議
長　

森
田　

雅
美

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
中
に
拡
大
し
、

1
年
半
が
経
過
し
た
現
在
も
経
済
の
停
滞
が
続

き
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
我
慢
を
強
い
ら
れ
て

き
た
が
、
実
は
、コ
ロ
ナ
前
か
ら
社
会
シ
ス
テ
ム

そ
の
も
の
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

①
米
中
の
覇
権
争
い
（
民
主
主
義
の
危
機
）、
②

地
球
温
暖
化
問
題
、
③
I
o
T
や
A
I
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
な
ど
の
進
展
に
よ
る
第
四
次
産
業
革

命
、
④
富
の
格
差
拡
大
な
ど
へ
批
判
が
出
始
め

て
資
本
主
義
の
限
界
が
叫
ば
れ
つ
つ
あ
る
。

　

私
た
ち
創
造
経
営
は
生
産
者
経
済
か
ら
生
活

者
中
心
の
生
活
者
経
済
へ
の
転
換
を
提
唱
し
て

き
た
。
企
業
は
今
こ
う
し
た
変
化
に
対
応
し
て

い
く
構
想
を
持
ち
、
そ
の
具
体
化
で
の
課
題
を

一
つ
一
つ
克
服
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。　

　

社
会
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
時
、
中
小
企
業
は
い
か
に
し
た

ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
各
社
を
取
り
巻
く

環
境
利
害
関
係
集
団
で
起
こ
っ
て
い
る
環
境
変

化
を
「
行
動
し
て
」「
直
接
見
て
」「
聞
い
て
」「
触

れ
て
」「
感
じ
て
」
深
く
洞
察
し
、
３
年
、
５
年
、

10
年
後
を
想
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
か
ら
な

く
て
も
必
ず
変
化
が
来
る
と
覚
悟
し
、
そ
の
変

化
に
敏
感
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
そ
の
変
化
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
構
想

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
構
想
が
あ
っ
て
変
化

を
乗
り
越
え
て
い
く
方
向
が
見
え
て
く
る
。

　

し
か
し
、
現
在
の
経
営
体
質
で
は
、
そ
の
実

現
が
困
難
で
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

経
営
力
を
向
上
さ
せ
課
題
を
一
つ
一
つ
克
服
し

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
今
、
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
の
研
究
大
会
で
は
、
事
業
創
造
に
向
け

て
の
「
深
化
と
探
索
」
に
着
目
し
、
そ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
一

言
で
「
深
化
と
探
索
」
と
言
っ
て
も
簡
単
に
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
変

革
の
時
代
に
際
し
て
、
そ
の
変
化
を
洞
察
し
、

そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
企
業
の
あ
り
方
を
構
想
し
、

そ
こ
に
向
か
っ
て
の
一
歩
を
共
に
踏
み
出
し
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
本
日
が
そ
の
第
一
歩
の
契

機
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
N
O
．
5
8
4　

月
刊
創
造
経
営　

創
造
経

営
研
究
大
会
特
集
号　

Ｐ
14
─
17
参
照
）

研
究
発
表
「
事
業
創
造
」

〜
本
業
を
深
め
て
新
た
な
事
業
を

生
み
出
す
〜

株
式
会
社
創
造
経
営
セ
ン
タ
ー

取
締
役　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
部
長

中
小
企
業
診
断
士	
高
橋　

朋
秀

（
本
業
深
化
と
事
業
創
造
）	

　

創
造
経
営
は
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
長
期
的
な

変
化
予
測
の
も
と
創
造
経
営
研
究
大
会
や
会
員

企
業
外
の
事
例
研
究
を
進
め
て
き
た
。
そ
こ
で

は
い
ず
れ
も
経
営
者
が
企
業
家
精
神
を
発
揮
し

て
、
中
長
期
の
視
点
で
業
種
分
野
を
生
み
出
し

新
た
な
事
業
を
創
造
し
て
い
る
。

　

今
後
の
成
長
領
域
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
モ
ビ

リ
テ
ィ
、
食
料
・
資
源
、
農
業
、
都
市
・
空
間
、

生
活
・
文
化
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
環
境
・
災
害

関
連
の
市
場
規
模
の
拡
大
、
宇
宙
関
連
、
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
本
格
的
な
産
業
化
も
こ
れ
か

ら
で
あ
り
、
産
業
構
造
が
変
化
す
る
中
で
、
現

在
は
、
各
社
ま
た
は
企
業
群
で
新
た
な
業
種
分

野
の
研
究
と
選
択
に
取
り
組
む
好
機
で
あ
る
。

（
本
業
を
絞
り
込
む
）

　

中
堅
・
中
小
企
業
で
は
経
営
資
源
が
限
ら
れ

る
た
め
、
ま
ず
本
業
を
絞
り
込
み
そ
こ
に
注
力

す
べ
き
で
あ
る
。
既
存
事
業
の
市
場
や
商
品

サ
ー
ビ
ス
の
棚
卸
を
行
い
、
経
営
資
源
を
中
核

分
野
へ
集
中
し
て
そ
の
強
化
を
図
る
。

　

本
業
の
深
化
で
は
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
生

産
・
提
供
・
販
売
に
お
け
る
技
術
や
情
報
の
蓄

積
に
よ
り
顧
客
信
用
が
充
実
し
自
社
の
地
位
が

確
立
さ
れ
、
市
場
で
の
成
長
機
会
の
探
索
が
可

能
に
な
る
。
そ
し
て
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
品

質
・
納
期
・
コ
ス
ト
の
改
良
の
徹
底
で
、
中
核

技
術
力
が
磨
か
れ
業
務
・
情
報
シ
ス
テ
ム
が
充

実
す
る
。
同
時
に
平
行
し
て
人
と
組
織
の
質
が

向
上
し
組
織
力
が
磨
か
れ
、
技
術
・
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
が
活
か
さ
れ
て
い
く
。

　

新
た
な
事
業
は
小
さ
く
ス
タ
ー
ト
し
、
具
体

的
な
こ
と
に
絞
っ
て
徹
底
的
に
取
り
組
む
。
顧

客
の
困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
顧
客
と
の

間
で
何
度
も
や
り
取
り
を
重
ね
て
新
事
業
の
構

想
を
描
き
確
認
を
行
う
。
そ
こ
か
ら
、
予
期
せ

ぬ
中
核
技
術
力
を
活
か
す
気
づ
き
が
生
ま
れ
、

新
た
な
顧
客
と
の
出
会
い
や
、
そ
の
先
に
企
業

群
編
成
が
生
ま
れ
て
い
く
。
そ
れ
に
は
経
営
者

が
社
外
の
学
び
の
場
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参

加
に
よ
り
新
た
な
知
を
探
索
・
共
有
し
、
組
み

合
わ
せ
・
創
造
が
可
能
と
な
る
。

　

経
営
者
は
先
見
性
洞
察
力
を
発
揮
し
、
5
〜

10
年
先
の
自
社
を
構
想
し
、
そ
の
た
め
に
後
継

者
・
中
核
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
。
同
時
に

心
の
拠
り
所
と
し
て
師
を
持
つ
こ
と
は
、
企
業

の
先
見
性
・
洞
察
に
欠
か
せ
な
い
。

（
N
O
．
5
8
4　

月
刊
創
造
経
営　

創
造
経

営
研
究
大
会
特
集
号　

Ｐ
12
─
13
参
照
）
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■
エ
ン
ケ
イ
㈱

�

取
締
役　

濵　

健
次
郎　

氏

　

事
業
継
承
が
う
ま
く
い
っ
て
お
り
素
晴
ら

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
橋
本
部
長
の
個
人
的

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
、
感
銘
を
受
け
な
が

ら
拝
聴
し
て
お
り
ま
し
た
。
変
動
の
多
い
現

状
に
お
い
て
弊
社
の
事
業
と
し
て
は
非
常
に

難
し
い
こ
と
で
す
が
、
色
々
な
こ
と
を
勉
強

し
考
え
て
い
き
ま
す
。
w
e
b
で
の
参
加
が

可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
久
々
に
研
究
大
会
を

視
聴
し
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
参
加

の
機
会
を
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

■
㈱
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
ア
ロ
イ
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン

�

代
表
取
締
役　

福
本　

宏
昭　

氏

　

ス
ー
パ
ー
と
の
厳
し
い
仕
事
を
乗
り
越
え

て
信
用
と
競
争
力
を
得
た
と
共
に
、
企
業
理

念
の
実
践
で
使
命
感
を
深
め
て
こ
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
惣
菜
の
素
材
に
こ
だ
わ

り
、
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
商
品
を
作

ら
れ
て
お
り
、
厳
し
い
環
境
下
で
育
っ
た
思

い
が
形
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

母
親
を
中
心
と
し
て
、
補
完
し
あ
う
よ
き
兄

弟
関
係
の
暖
か
い
家
族
を
み
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
橋
本
部
長
の
発
表
か
ら
は
自
己
の
十

分
な
気
づ
き
に
は
至
ら
ず
、
葛
藤
し
、
も
が

い
て
い
る
様
子
を
そ
の
ま
ま
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
周
囲
の
人
か
ら
の
気
づ
き
を
感
じ

始
め
、
こ
れ
か
ら
の
誓
い
を
聞
け
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

■
㈱
日
本
経
営
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

�
	

創
業
者　

議
長　

菱
村　

和
彦　

氏

　

常
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
経
営
に

同
感
で
す
。
創
造
経
営
研
究
大
会
が
こ
れ
ほ

ど
に
素
晴
ら
し
く
聴
取
し
や
す
く
参
加
で
き

た
こ
と
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
直

接
、
東
京
の
経
団
連
会
館
へ
行
か
な
く
て
も

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
発
表
が
大
阪
の
自
宅
へ
も

し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

有
難
く
共
感
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
創
業
百
年
の
㈱
田
村
屋
の
歴
史
と
理

念
、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

大
変
勉
強
に
な
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
わ
た

く
し
も
創
業
者
の
端
く
れ
と
し
て
、
本
年
88

歳
生
涯
学
習
、
一
生
青
春
の
熱
意
で
わ
が
社

3
0
0
年
企
業
へ
と
全
社
一
丸
で
経
営
理

念
の
推
進
を
再
決
意
で
き
た
こ
の
大
会
に
感

謝
し
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
税
理
士
法
人
植
松
会
計
事
務
所

�

所
長
税
理
士　

植
松　

知
幸　

氏

　

遠
藤
清
高
会
長
の
思
い
を
受
け
止
め
、
そ

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を
貸
し
て
経
営
に
活
か

す
と
い
う
決
意
か
ら
、
直
行
社
長
の
強
い

覚
悟
を
感
じ
ま
し
た
。「
語
れ
る
素
材
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
良
い
素
材
を
探
し
て
い
っ
た

先
に
、
農
業
法
人
が
あ
り
、
障
が
い
者
雇
用

に
つ
な
が
り
、
大
き
な
う
ね
り
に
繋
が
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
奥
様
の
な
ん

で
も
有
り
難
く
手
伝
わ
せ
て
頂
く
、
感
謝
し

て
ま
す
と
い
う
寛
容
な
姿
に
あ
る
種
感
動
を

覚
え
ま
し
た
。

■
明
治
大
学　

政
治
経
済
学
部

�

　

専
任
教
授　

森
下　

正　

氏

　

経
営
者
の
ご
家
族
総
出
で
の
ご
登
壇
に
よ

り
、
皆
様
の
心
を
感
じ
い
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
も
っ
と
若
い
世
代
に
も
聞
い
て
欲
し

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
心
が
動
け
ば
行
動
が

変
わ
る
こ
と
を
実
践
さ
れ
て
お
り
、
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
や
り
甲
斐
で
は
な
く
、
生
き

甲
斐
に
変
わ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。
事
例
企
業
の
映
像（
出
せ
る
範
囲
で
）

も
あ
れ
ば
、
知
ら
な
い
人
も
、
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
で
き
た
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

■
中
沢
ト
ー
タ
リ
ア
㈱

�
	

代
表
取
締
役
社
長　

中
澤	

圭
一
郎　

氏

　

４
代
目
、５
代
目
、６
代
目
の
経
営
者
が
、

経
営
基
盤
の
確
立
、
本
業
の
深
化
、
新
事
業

の
探
索
を
進
め
て
き
た
結
果
、
１
０
０
年
近

く
経
営
を
続
け
て
来
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
分
か
る
発
表
で
し
た
。
第
47
期
創
造
経
営

大
学
校
で
一
緒
に
学
ば
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

遠
藤
常
務
が
落
ち
着
き
な
が
ら
も
堂
々
と
発

表
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
大
変
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
！ 
橋
本
部
長
が
創
造
経
営
大
学

校
に
お
け
る
自
己
改
善
の
成
功
事
例
を
、
今

ま
さ
に
会
社
に
お
け
る
事
業
承
継
の
場
で
実

践
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
、
補
完
者
と
し

て
成
長
さ
れ
て
い
る
お
姿
を
学
ば
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
庭
に
お
け

る
奥
様
の
サ
ポ
ー
ト
も
頼
も
し
く
、
ま
さ
に

「
感
謝
し
合
え
る
夫
婦
」
へ
と
一
歩
一
歩
近

づ
い
て
お
ら
れ
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

■
東
静
運
送
㈱

�
	

代
表
取
締
役　

鈴
木　

敏
三　

氏

　

兄
弟
３
人
特
に
仲
が
良
い
と
言
う
訳
で
無

い
が
お
互
い
の
良
さ
を
認
め
つ
つ
、
ま
た
、

「
会
社
を
守
る
」
と
言
う
共
通
認
識
の
も
と

纏
ま
っ
て
お
り
、「
共
通
の
認
識
」
が
あ
る
か

ら
こ
そ
一
枚
岩
に
な
っ
て
進
ん
で
行
け
る
と

い
う
事
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
次
男
の
雅

也
氏
が
弟
に
社
長
を
譲
り
、
自
分
の
立
ち
位

置
を
理
解
し
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事
は
す
ご

い
こ
と
で
す
。
補
完
者
へ
と
意
識
が
高
ま
っ

て
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
氏
の
発
表
か
ら
は
、
墓
参
に
父
と
一

緒
に
行
け
た
事
、
父
の
最
後
の
言
葉
に
あ
る

様
に
、
家
系
調
査
分
析
を
通
し
て
疎
遠
と

な
っ
て
い
た
橋
本
家
の
方
々
と
の
交
流
が

図
ら
れ
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

父
親
に
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
出
来
た
様
に

感
じ
ま
し
た
。「
本
業
の
深
化
と
事
業
創
造
」

「
本
業
を
絞
り
込
む
」「
何
の
た
め
に
経
営
す

る
の
か
」、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
㈱
ヒ
ラ
ツ
カ

�

代
表
取
締
役
社
長　

千
葉　

雄
之　

氏

　

㈱
田
村
屋
の
発
表
は
、
6
代
目
が
覚
悟
を

持
っ
て
継
承
し
て
い
る
と
感
じ
、
と
て
も
気

持
ち
の
こ
も
っ
た
発
表
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

VOICE

創造経営
研究成果発表会
に参加して
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橋
本
さ
ん
の
発
表
か
ら
は
、
社
内
に
藤
島
会

長
の
イ
ズ
ム
が
伝
わ
り
、
補
完
者
と
し
て
の

覚
悟
を
感
じ
ま
し
た
。
も
っ
と
発
表
時
間
が

あ
っ
た
ら
、
詳
細
に
聞
け
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
何
か
の
機
会
に
再
度
お
伺
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
内
容
の
濃
い
創
造
経
営
研
究

大
会
で
あ
り
ま
し
た
。

■
㈱
ミ
ッ
ク
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

�

代
表
取
締
役　

水
田　

雅
樹　

氏

　

経
営
者
が
遊
ば
ず
必
死
に
仕
事
し
た
結
果

が
今
の
会
社
に
繋
が
っ
た
と
感
銘
し
ま
し

た
。
経
営
補
完
者
と
言
う
言
葉
は
初
め
て
聞

き
ま
し
た
。
社
長
に
は
右
腕
や
左
腕
が
い
て

社
長
の
想
い
や
1
つ
の
言
葉
を
聞
い
て
10
を

知
る
ま
で
に
な
る
よ
う
に
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
け
ば
次
の
代
へ
承
継
さ

れ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
全
体
的

に
は
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
が
、
具
体
例
を
掘
り
下
げ

て
発
表
さ
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
深
く
理
解
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の

研
究
発
表
で
し
た
の
で
難
し
か
っ
た
で
す
。

弊
社
は
現
状
、
自
社
内
や
保
険
会
社
等
の
力

を
借
り
て
育
成
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

し
か
し
、
将
来
、
社
員
が
増
え
て
く
れ
ば
創

造
経
営
教
育
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

■
遠
藤
家
族
信
託
法
律
事
務
所

�

　

弁
護
士　

本
田　

桂
子　

氏

　

創
業
1
0
0
年
を
超
え
て
発
展
し
て
い
く

に
は
家
族
の
協
力
や
相
互
理
解
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
が
、
具
体
的
な
事
例
を
通
し
て

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
家
系
調
査
を
通
じ
て

経
営
者
と
し
て
大
切
な
こ
と
に
気
づ
い
て
い

く
過
程
が
、
心
に
残
り
ま
し
た
。
新
事
業
の

創
造
に
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

■
積
水
ハ
ウ
ス
㈱

�

　

部
長　

山
内　

浩
二　

氏

　

創
業
時
か
ら
の
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら

リ
ー
ダ
ー
が
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て

い
く
経
営
の
進
め
方
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
さ
、
ま
た
社

内
外
の
多
く
の
人
々
に
接
し
て
自
身
の
欠
点

に
気
づ
き
、
そ
れ
を
認
め
て
改
善
す
る
事
の

大
切
さ
、
そ
れ
に
取
り
組
む
勇
気
の
素
晴
ら

し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
企
業
が
取
り
組
む
べ

き
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
な
進
め
方
を

わ
か
り
易
く
解
説
頂
き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

■
成
田
運
輸
㈱

�

事
業
開
発
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

成
田　

晋
也		

氏

　

事
例
研
究
発
表
で
は
、
6
代
目
の
遠
藤
社

長
の
社
長
就
任
の
時
に
、
4
代
目
、
5
代
目

が
や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
具
現
化
し
て
い
く

と
い
う
発
言
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

先
代
た
ち
の
思
い
を
背
負
っ
て
責
任
を
全

う
す
る
覚
悟
か
ら
く
る
発
言
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
る
の
だ

と
思
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
時
間
を
か
け
て

い
っ
て
初
め
て
実
現
で
き
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。

　

橋
本
様
の
発
表
で
は
、
周
り
の
方
か
ら
指

摘
さ
れ
て
も
変
化
が
な
か
っ
た
の
に
、
奥
様

に
言
わ
れ
て
気
づ
き
、
変
化
し
て
い
る
橋
本

様
に
小
山
田
社
長
や
上
司
の
方
は
経
営
大

学
校
に
行
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
る

ん
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

研
究
発
表
で
は
、
デ
ー
タ
の
中
で
特
に

ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ー
タ
を
い
か
に
蓄
積
し
て
、

活
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
新
た

な
事
業
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

　

ま
た
、
後
継
世
代
と
し
て
、
創
業
の
精
神

を
受
け
つ
い
で
い
き
、
新
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
中
央
大
学

�
	

教
授　

生
稲　

史
彦　

氏

　

1
0
0
年
近
い
時
間
の
中
で
、
地
域
に
密

着
し
、
常
に
事
業
内
容
を
見
直
し
な
が
ら
会

社
と
し
て
成
長
し
て
き
た
こ
と
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。
大
学
校
の
学
び
と
、
そ
れ
を
通

じ
た
橋
本
様
ご
自
身
の
成
長
を
詳
し
く
知
る

こ
と
が
で
き
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
本
業

の
深
耕
、
探
索
を
通
じ
た
新
規
事
業
の
開
拓

と
い
う
難
し
い
課
題
を
、
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
下
さ
っ
た
の
で
、
理
解
が
深
ま
り
ま

し
た
。
社
会
全
体
の
変
化
か
ら
、
個
別
の
企

業
の
事
例
ま
で
、
興
味
深
い
論
点
が
多
く
、

た
い
へ
ん
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

■
萬
運
輸
㈱

�

部
長　

林　

善
大　

氏

　

遠
藤
社
長
の
兄
で
あ
る
常
務
の
お
言
葉
。

「
社
長
が
決
断
し
た
こ
と
を
具
現
化
す
る
」

と
い
う
こ
と
。
自
社
に
置
き
換
え
る
と
、
こ

の
点
の
弱
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
社
長
の
父
で

あ
る
相
談
役
の
お
言
葉
か
ら
は
、「
家
族
を

大
切
に
し
幸
せ
に
す
る
」「
モ
ノ
づ
く
り
・

素
材
に
は
生
命
が
あ
る
。
感
謝
す
る
こ
と
」

「
利
益
追
求
以
上
に
社
会
貢
献
」。
従
業
員
を

守
る
、
会
社
を
守
る
と
い
う
想
い
が
伝
わ
り

ま
し
た
。
経
営
層
が
一
貫
し
て
、
感
謝
、
恩

返
し
を
追
求
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
点
は
自

身
の
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
と
し
て
、
ブ
レ
な

い
軸
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

■
日
本
経
営
ウ
ィ
ル
税
理
士
法
人

�

　

常
務
取
締
役　

青
木　

幸
泰　

氏

　

創
業
1
0
0
年
の
軌
跡
を
お
聞
き
す
る
な

か
で
歴
代
社
長
が
築
か
れ
、
あ
ら
ゆ
る
困
難

を
乗
り
越
え
ら
れ
て
こ
ら
れ
た
根
底
の
力
で

あ
る
開
拓
力
、
開
発
力
、
創
造
力
が
綿
々
と

引
き
継
が
れ
て
き
て
い
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

1
0
0
年
の
時
の
流
れ
の
中
で
起
き
た
外
部

環
境
変
化
は
凄
ま
じ
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
現
在
の
6
代
目
社
長
に
至
る
ま

で
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
自
社
の
成
長
の
糧
に
さ

れ
成
長
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
き
た
と
感
じ
ま

す
。
ま
た
そ
の
ま
っ
す
ぐ
な
思
い
が
家
系
の

流
れ
の
中
に
も
し
っ
か
り
根
付
か
れ
、
素
晴

ら
し
い
家
庭
の
両
立
が
出
来
て
お
ら
れ
る
と

感
じ
ま
す
。

　

橋
本
部
長
の
発
表
か
ら
は
、
創
造
経
営
大

学
校
の
学
び
や
家
系
調
査
分
析
で
の
気
づ

き
、
ま
た
そ
の
中
で
の
葛
藤
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
自
分
の
考
え
を
強
く
押
し
出

す
一
面
か
ら
周
囲
へ
の
感
謝
と
い
う
思
い
へ

の
変
化
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
世

界
に
お
け
る
価
値
観
が
大
き
く
変
化
す
る
な

か
で
新
た
な
事
業
を
生
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
で

あ
り
、
ま
た
旧
来
の
ま
ま
で
は
ピ
ン
チ
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。
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■株式会社サエラ
　株式会社サエラ（大阪府大阪市）の小池社長を中心とした勉強会で
は、9月22日の創造経営研究大会当日に、大阪支部の会員企業、経営
者、友人・知人を中心に35社、40名以上により、本町第二ビル会議室
にて視聴することが出来ました。非会員企業の参加者の皆様には、創
造経営大学校を卒業された先輩経営者様より創造経営理論の解説を

していただくなど、理解を深め
ることができました。
　また、10月7日には、9月の創造経営研究大会を振り返り、自社に生かすためのミー
ティングを行いました。各人、よい刺激を受け、この経営危機を乗り越え、持続可能な
経営には、人材育成が大切であり、また家系調査分析を通じて自己客観化することの
大切さを改めて学ぶことができました。さらに今後１年間のカリキュラムが提示され、
勉強会を継続することが決まりました。

■マルソー株式会社
　マルソー株式会社（新潟県三条市）では、マルソーアカデミーにおいて、新潟支部会員・マルソー株式会社の協力企業、友人・
知人を中心に20社、48名のご参加をいただき、視聴することができました。
　創業時からの伝統を継承しながらリーダーが新たなチャレンジを続けていくこと、そしてコミュニケーションの重要さ、
また社内外の多くの人々に接して自身の欠点に気づき、それを認めて改善する事の大切さ、それに取り組む勇気の素晴らし
さを学びました。
このような勉強
する機会を与え
て下さったこと
に感謝します。

■メッツ太陽ホールディングス株式会社	 	 	
　メッツ太陽ホールディングス株式会社本社にて、創造者表彰受賞者を含め、20名で参加することができました。創造者表
彰の式典は、webを活用しての初めての試みでした。

　受賞理由など読み上げていただき、ありがとうございました。各人思い
出に残った創造者表彰だっ
たと思います。
　今回の創造経営研究大会
は、経営者そして幹部社員
は理解すべき内容であり、
大いに共感する内容でした。
ありがとうございました。

　今年度も、首都圏をはじめとする全国での新型コロナウイルスの感染拡大が続く中、webを活用し、経団連会館
を中心に「第47回創造経営研究大会」を、ハイブリッド型にて開催させていただきました。全国各地で集合して視
聴いただくなど、その取り組みの一例をご紹介させていただきます。

集 合 視 聴
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卒業
第48期  創造経営大学校

第
48
期
創
造
経
営
大
学
校
の
感
想
に
つ
い
て

経
営
コ
ー
ス

●
株
式
会
社
サ
エ
ラ	

天
生　

輝
秀

代
々
受
け
継
ぎ
、
受
け
継
が
れ
る
循
環
性
を
生
み

出
す
大
切
さ
を
大
学
校
に
て
学
び
、
入
学
時
に
上

司
か
ら
い
た
だ
い
た「
慈
愛
の
心
を
磨
き
な
さ
い
」

と
い
う
課
題
の
答
え
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
、
気

づ
き
が
腹
に
落
ち
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
多
額

の
費
用
と
時
間
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
上
司
・
職

場
仲
間
に
感
謝
し
、
今
後
の
行
動
で
感
謝
の
念
を

示
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
東
建
産
業
株
式
会
社	

石
井　

洋
志

コ
ロ
ナ
の
蔓
延
が
影
響
し
、
家
系
調
査
な
ど
、
大

学
校
の
取
り
組
み
が
思
う
よ
う
に
進
め
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
後
も
継
続
し
て
調
査

に
取
り
組
み
、
自
己
改
善
と
子
孫
へ
の
伝
承
に
繋

げ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
一
年
間
の
経
験
を
無
駄
に

し
な
い
た
め
に
も
自
己
改
善
同
様
に
業
務
改
善
も

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

●
株
式
会
社
小
原
建
設	

板
垣　

貴
光

祖
先
は
夭
折
な
ど
の
多
く
の
悲
し
み
を
乗
り
越

え
、
地
域
の
支
え
を
受
け
て
家
を
つ
な
い
で
き
ま

し
た
。
自
分
自
身
も
四
十
歳
の
時
に
大
病
か
ら
の

生
環
が
あ
っ
て
、
今
が
あ
り
ま
す
。「
生
か
さ
れ

て
い
る
自
分
へ
の
気
づ
き
」
を
自
覚
し
て
、
い
た

だ
い
た
生
命
を
守
る
健
康
に
気
遣
い
、
親
祖
先
の

徳
で
あ
る
愛
和
の
家
族
を
目
指
し
実
践
し
使
命
感

を
持
っ
て
努
め
て
参
り
ま
す
。

●
社
会
福
祉
法
人
ウ
エ
ル
清
光
会	

井
上　

良
枝

家
系
調
査
を
進
め
る
中
、
父
親
の
生
き
様
、
生
涯

に
ふ
れ
る
こ
と
で
、「
無
」
で
あ
っ
た
父
親
が
私

の
中
で
少
し
ず
つ
「
形
」
と
な
り
、
存
在
あ
る
も

の
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
父
と
母
が
い
た
か

ら
こ
そ
、
私
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
い

た
し
ま
し
た
。
父
の
「
想
い
」、
母
の
「
想
い
」
を

感
じ
、両
親
の
「
想
い
」
を
受
容
し
て
い
き
ま
す
。

●
株
式
会
社
ア
ル
ソ
ア
慧
央
グ
ル
ー
プ	

遠
藤　

隆

家
系
調
査
で
は
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

父
と
語
り
合
う
機
会
を
持
て
た
こ
と
で
、
家
の
ル

ー
ツ
や
父
や
祖
母
の
生
き
方
が
理
解
で
き
て
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。尊
敬
の
念
が
深
ま
る
と
共
に
、

こ
れ
ま
で
育
て
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
あ
ら
た
め

て
感
謝
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
知
る
こ

と
が
出
来
た
ル
ー
ツ
は
妻
や
子
供
達
に
も
語
り
後

世
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

●
社
会
福
祉
法
人
香
聖
会	

加
藤　

大
輔

業
務
改
善
で
は
、
問
題
点
を
明
確
に
し
、
仲
間
と

共
に
成
果
物
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
改
善
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
と
思
い
ま
す
。

家
系
調
査
で
は
引
き
継
が
れ
て
き
た
血
筋
が
明
確

に
な
り
、
今
後
歩
む
べ
き
道
筋
が
理
解
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
祖
先
の
功
績
を
子
供
達
、
孫
達
へ

と
伝
え
て
行
く
こ
と
も
私
の
使
命
と
捉
え
引
き
継

い
で
い
き
ま
す
。

●
株
式
会
社
ア
ル
ソ
ア
慧
央
グ
ル
ー
プ	

草
塩　

康
人

家
系
調
査
を
通
し
て
今
迄
自
身
が
知
っ
て
い
た
こ

と
が
い
か
に
表
面
的
で
あ
っ
た
か
気
づ
き
ま
し

た
。
事
実
を
知
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
人

の
こ
と
や
背
景
を
想
像
す
る
こ
と
で
、
深
い
感
謝

と
理
解
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
じ
時
間

を
過
ご
し
た
大
学
校
同
期
の
皆
様
と
の
出
会
い
は

宝
物
で
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
き
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
株
式
会
社
ア
ル
ソ
ア
慧
央
グ
ル
ー
プ	

小
森　

宜
昭

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
開
催
に
向
け
て
リ
モ
ー
ト
を
活

用
し
な
が
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
く
だ
さ
っ
た

大
学
校
関
係
者
の
皆
様
、
ま
た
、
苦
楽
を
共
に
し

た
同
期
の
方
々
の
励
ま
し
や
お
力
添
え
に
よ
り
、

無
事
、
卒
業
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感

謝
と
感
動
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
後
も
夫
婦
で
力

を
あ
わ
せ
て
子
供
に
徳
を
継
承
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

第48期の創造経営大学校25名の方 （々全員、経営コース）が卒業を迎えられました。
新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、半年遅れで昨年9月に開講し、8月に
この度卒業となりました。リアルとオンラインの両面での参加形態にて運営されたは
じめての年であり、卒業に向けた諸行事（卒業成果発表会、卒業式）は、奇しくも全
員フルオンライン参加での開催となりました。卒業生の方々の感動と今後への期待
をお伝えいたします。

大学校学校長及び個別指導担当者に
より執り行わせていただきました。
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る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
家
系
の
流
れ
を
知
り
、

多
く
を
気
づ
い
た
今
、
困
難
な
こ
と
も
懸
命
に
地

道
な
継
続
力
で
取
り
組
む
重
要
性
を
理
解
し
、
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

●
株
式
会
社
サ
エ
ラ	

中
西　

秀
之

家
族
や
祖
先
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
っ
た
た
め

に
、
家
の
徳
に
気
づ
か
ず
、
自
己
の
使
命
は
何
か

を
考
え
る
こ
と
す
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
ま

し
た
。
ま
た
、
祖
先
の
声
に
耳
を
傾
け
、
自
分
な

り
に
想
像
し
考
え
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
自
分
に

な
か
っ
た
感
覚
や
考
え
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
最
も
大
き
な
気
づ
き
で
あ
り
、
感

動
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

●
丸
喜
重
量
運
輸
株
式
会
社	

羽
賀　

清

会
長
か
ら
は
、
参
加
に
あ
た
っ
て
願
い
を
掛
け
て

い
た
だ
き
、
又
、
心
温
か
い
お
言
葉
を
掛
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
業

務
改
善
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
新
規
事
業
開
発
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
積
極
的
に
取
り
組
み
、

必
ず
や
お
客
様
の
信
頼
を
つ
か
み
、
軌
道
に
の
せ

て
い
き
ま
す
。

●
株
式
会
社
コ
ス
モ
フ
ー
ズ
サ
ー
ビ
ス	

牧
内　

浩

業
務
改
善
で
は
管
理
者
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
両
者
が

本
気
に
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
短
期
間
で
成

果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
収
益
性
の
改
善

が
進
ん
だ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
上

に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
従
業
員
の
皆
さ
ん
の
会
社

を
良
く
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
と
姿
勢
が
感
じ
ら

れ
将
来
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

●
ア
ッ
プ
ル
債
権
回
収
株
式
会
社	

南　

広
美

家
系
調
査
で
は
、
毎
月
墓
参
し
て
い
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
知
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
あ
っ
た
こ
と
に

気
づ
き
驚
き
ま
し
た
。
現
地
調
査
で
は
、
再
三
の

調
査
に
も
常
に
夫
と
子
供
達
が
同
行
し
、
一
緒
に

な
っ
て
調
査
に
携
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
家
系
に

つ
い
て
夫
や
子
供
達
と
も
良
く
話
し
合
え
た
一
年

で
し
た
。
卒
業
後
も
学
ん
だ
こ
と
に
取
り
組
ん
で

●
株
式
会
社
日
本
経
営	

坂　

佑
樹

家
系
分
析
を
通
じ
て
、
個
の
チ
カ
ラ
が
強
い
家
系

で
あ
る
こ
と
を
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
一
方
で
、

補
完
者
の
存
在
が
個
の
チ
カ
ラ
を
活
か
し
て
く
れ

て
い
た
と
こ
ろ
も
知
る
こ
と
が
出
来
て
感
動
し
ま

し
た
。
私
自
身
が
全
て
を
一
人
で
抱
え
込
む
癖
を

無
く
し
、
メ
ン
バ
ー
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
事
業
化

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

●
株
式
会
社
サ
エ
ラ	
坂
田　

勝
巳

大
学
校
入
学
ま
で
は
、
目
先
の
こ
と
を
優
先
し
未

来
へ
の
種
ま
き
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

回
店
舗
支
援
部
や
教
育
研
修
部
の
皆
と
協
力
を

し
、
業
務
改
善
で
は
教
育
シ
ス
テ
ム
の
土
台
を
創

り
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
を
稼
働
さ
せ
て
未
来
の
人

財
創
り
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
無
事
に
卒
業
で

き
る
こ
と
、
深
い
学
び
の
場
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

●
中
沢
ト
ー
タ
リ
ア
株
式
会
社	

関
口　

貴
之

創
造
経
営
大
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
し
っ
か
り
と

理
解
し
、
徳
の
継
承
と
不
徳
の
悲
喜
転
換
を
私
と

妻
で
受
容
し
、
子
供
た
ち
に
伝
え
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
業
務
改
善
の
取
り
組
み
は
、

ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、
祖
先
の
生
き
様
や
先

人
の
思
い
を
社
員
に
浸
み
こ
ま
せ
て
い
け
る
よ
う

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
株
式
会
社
ア
ド
ミ
ニ	

竹
林　

武
俊

大
学
校
で
学
び
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
角
度
か
ら

物
事
を
捉
え
、
考
え
る
力
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
通
じ
て
自
分
の
在
る
べ
き
方
向
性
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
ご
先
祖
様
、
両
親
、
家
族
、
会
社

の
仲
間
に
喜
ん
で
貰
え
る
事
を
探
し
、
職
場
も
家

庭
も
笑
顔
溢
れ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
沼
尻
産
業
株
式
会
社		

柘
植　

斉

大
学
校
で
は
、
祭
祀
を
営
む
こ
と
で
、
祖
先
に
感

謝
を
伝
え
、
成
長
し
た
姿
を
見
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
こ
と
。
人
の
成
長
が
、
家
の
成
長
に
つ
な
が

ま
い
り
ま
す
。

●
株
式
会
社
ア
ド
ミ
ニ	

宮
辻　

雄
示

業
務
改
善
で
は
、
現
実
を
直
視
し
て
課
題
を
改
善

し
て
い
く
よ
う
進
め
ま
し
た
。
課
員
に
負
担
が
か

か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
時
間
を
作
り
、
必

要
性
を
伝
え
る
中
で
少
し
ず
つ
理
解
し
て
貰
え
る

よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
目
指
す
べ

き
こ
と
を
共
有
し
、
自
分
の
こ
と
と
し
、
共
に
働

く
会
社
の
仲
間
と
経
営
理
念
で
あ
る
物
心
両
面
の

幸
せ
を
目
指
す
会
社
に
し
て
い
き
ま
す
。

●
北
上
電
設
工
業
株
式
会
社	

村
上　

洋
介

年
間
を
通
じ
て
リ
モ
ー
ト
で
参
加
と
な
り
、
現
地

の
空
気
感
が
分
か
ら
ず
不
安
と
の
戦
い
で
し
た

が
、
大
学
校
の
Ｏ
Ｂ
の
社
長
、
専
務
、
副
部
長
に

相
談
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
環

境
の
せ
い
に
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
や
れ
ば

出
来
る
と
い
う
こ
と
を
体
感
で
き
た
一
年
間
で
し

た
。
亡
き
会
長
か
ら
の
導
き
な
の
だ
と
感
じ
、
こ

の
一
年
や
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
若
井
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社	

森
下　

昌
俊

家
系
図
を
作
り
、
子
供
達
と
自
分
達
の
家
の
流
れ

を
辿
る
中
で
、
子
供
達
の
言
葉
を
き
っ
か
け
に
自

分
の
使
命
感
を
覚
え
た
こ
と
を
い
ま
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。
上
司
か
ら
も
伝
え
ら
れ
て
い
た

「
自
己
犠
牲
の
精
神
」
を
こ
の
大
学
校
の
中
で
は

っ
き
り
と
理
解
で
き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
の

使
命
を
果
た
せ
る
よ
う
今
後
も
実
行
し
て
い
き
ま

す
。

●
マ
ル
ソ
ー
株
式
会
社	

山
岸　

功

お
墓
に
祀
ら
れ
て
い
る
祖
先
や
家
の
つ
な
が
り
が

判
明
し
、
親
族
に
報
告
す
る
こ
と
で
、
祖
先
や
祖

父
母
・
父
母
の
想
い
や
育
っ
た
環
境
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
身
の
使
命
や
役
割
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、母
親
へ
の
感
謝
と
お
詫
び
、

感
謝
の
気
持
ち
を
両
家
の
両
親
へ
伝
え
る
大
切
さ

を
強
く
感
じ
、
気
づ
く
こ
と
が
感
動
へ
と
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。

●
暁
運
送
株
式
会
社	

山
口　

潤

社
長
か
ら
創
造
経
営
大
学
校
へ
の
お
話
し
を
い
た

だ
き
、
送
り
出
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
の
底

か
ら
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
課
題
を
乗
り
越
え
る

上
で
大
き
か
っ
た
の
は
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
来
た

同
期
の
み
ん
な
か
ら
の
応
援
、
励
ま
し
で
す
。
こ

れ
ら
が
な
け
れ
ば
決
し
て
出
来
な
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
本
当
に
心
か
ら
感
謝
す
る
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

●
株
式
会
社
日
本
医
業
総
研	

山
下　

明
宏

上
級
コ
ー
ス
の
中
で
、
父
母
を
思
い
な
が
ら
深
夜

ま
で
作
文
を
書
い
た
こ
と
、
先
生
と
の
面
談
の
中

で
、
父
母
の
思
い
に
触
れ
る
場
面
が
あ
り
、
思
わ

ず
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
た
こ
と
な
ど
多
く
の
感

動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
や
気

持
ち
に
な
れ
た
の
も
こ
の
大
学
校
あ
っ
て
の
こ
と

だ
と
思
い
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

●
エ
ン
ケ
イ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

	

山
田　

康
範

業
務
改
善
で
は
自
社
の
弱
点
が
数
字
よ
り
あ
ぶ
り

出
さ
れ
、
改
善
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

普
段
か
ら
数
字
で
把
握
す
る
教
育
を
受
け
て
は
い

ま
し
た
が
、
そ
の
数
字
を
分
析
し
、
改
善
の
方
向

性
を
決
め
、
実
行
し
て
い
く
。
そ
し
て
効
果
を
確

認
し
対
策
し
て
い
く
流
れ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
し
成
果
を
し
っ
か
り
出
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
日
本
経
営
ウ
ィ
ル
税
理
士
法
人	

吉
岡　

潤

同
期
生
に
会
社
の
現
況
を
話
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
う
こ
と
で
、
社
内
で
受
け
る
意
見
・
指
摘
を

非
常
に
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
自
身
の
考
え
方
を
見
直
す
き

っ
か
け
を
得
て
、
他
人
事
と
認
識
し
て
い
た
こ
と

も
自
分
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
気
づ
き
の

場
を
提
供
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
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出
席
者

●
東
建
産
業
㈱

　

	

部　

長　

石
井　

洋
志	

氏

●
沼
尻
産
業
㈱

　

	

部　

長　

柘
植　
　

斉	

氏

●
ア
ッ
プ
ル
債
権
回
収
㈱

　

	

総
務
部
長　

南　
　

広
美	

氏

●
エ
ン
ケ
イ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
㈱

　

	

執
行
役
員　

山
田　

康
範	

氏

司
会

●（
一
社
）
日
本
創
造
経
営
協
会

　

	

専
務
理
事　

中
村　

邦
則

　

第
48
期
創
造
経
営
大
学
校
は
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

中
、
４
～
８
月
を
事
前
準
備
期
間
と
し
事
前

勉
強
を
進
め
９
月
に
開
校
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
義
な
ど
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ

た
学
習
環
境
の
中
で
も
大
学
生
一
人
ひ
と
り

が
懸
命
に
努
力
さ
れ
、
こ
の
９
月
に
卒
業
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
卒
業
生
を
代

表
し
て
４
名
の
方
々
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

１
．	

卒
業
を
迎
え
て

●
中
村
：
一
年
間
の
大
学
校
を
終
え
て
、
今

の
率
直
な
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。
南
さ
ん
、

い
か
が
で
す
か
。

●
南
：
は
い
。
大
阪
か
ら
東
京
へ
出
張
し
て
の

勉
強
、
夜
は
皆
で
懇
親
会
な
ど
、
当
社
の
卒

業
生
か
ら
聞
い
て
い
た
内
容
と
は
全
く
違
っ

た
大
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
か
ら
東
京
で
は
な
く
富
士
宮
へ
と
通
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
途
中
、
㈱
ア
ル
ソ
ア
慧

央
グ
ル
ー
プ
さ
ん
の
施
設
で
学
習
し
た
り
、

ま
た
初
め
て
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
授
業
な
ど
、
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
1
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。

　

大
学
校
は
、
正
直
、
課
題
や
調
査
な
ど
が

多
く
大
変
で
し
た
。
仕
事
と
家
庭
と
大
学
校

と
並
行
し
て
進
め
ね
ば
な
ら
ず
「
卒
業
で
き

る
の
か
な
」
と
心
配
で
し
た
が
、
上
司
・
同

僚
・
家
族
、
そ
し
て
、
私
の
財
産
と
な
っ
た

同
期
の
方
々
の
協
力
の
お
か
げ
で
、
こ
こ
ま

で
こ
ら
れ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
期
の
方
々
の
生
き
様
を
知
る
こ
と

が
出
来
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お

い
て
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
校

に
通
わ
せ
て
頂
き
、
日
々
の
生
活
だ
け
で
は

得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
貴
重
な
体
験
と

絆
を
体
得
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
論
文
に
残
し
た
こ
と
は
私
の
全
て
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
で

す
。
仕
事
、
家
庭
、
私
を
取
り
巻
く
全
て
の

事
に
反
映
さ
せ
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

●
中
村
：
山
田
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
山
田
：
東
京
で
な
く
富
士
宮
で
ス
タ
ー
ト

し
、
同
期
と
の
懇
親
会
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、

私
自
身
の
参
加
目
的
の
一
つ
で
あ
る
異
業
種

の
方
々
と
の
交
流
も
活
発
に
出
来
な
い
不
安

が
大
き
か
っ
た
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
そ
ん
な

中
に
お
い
て
も
少
な
い
時
間
の
中
、
同
期
の

皆
様
と
知
り
合
い
に
な
り
色
々
な
お
話
が
出

来
た
こ
と
は
代
え
が
た
い
財
産
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
惜
し
む
ら
く
は
、
そ
の
よ

う
な
時
間
を
も
っ
と
取
れ
れ
ば
、
よ
り
今
後

の
糧
に
な
る
か
と
感
じ
ま
し
た
。
無
事
卒
業

を
迎
え
る
事
が
で
き
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

卒
論
に
書
い
た
内
容
は
今
後
気
持
ち
を
新
た

に
継
続
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

●
中
村
：
家
系
調
査
分
析
を
行
い
、
学
び
気

づ
い
た
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
で
は

石
井
さ
ん
。

●
石
井
：
当
社
で
は
家
系
に
つ
い
て
向
き
合

２
．		

家
系
調
査
分
析
よ
り
学
ん

だ
こ
と
、気
づ
い
た
こ
と	

（
家
系
の
物
語
）

創造経営大学校第48期　卒業生座談会

 創造経営大学校の卒業を迎えて

東建産業株式会社
部長　石井 洋志　氏
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う
事
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
両
親
に
祖

先
の
こ
と
を
聞
く
な
ど
大
学
校
入
学
前
か
ら

あ
っ
た
た
め
、
自
分
の
中
で
は
知
っ
て
い
る

つ
も
り
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
除
籍
謄
本

に
よ
る
事
実
確
認
、
両
親
や
親
戚
へ
の
聞
き

取
り
な
ど
を
行
っ
て
い
く
と
知
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
し
た
。

　

石
井
家
は
も
と
も
と
茨
城
県
結
城
の
出
身

で
す
が
、
な
ぜ
曾
祖
父
が
東
京
の
御
徒
町
を

経
て
、
現
在
の
居
住
地
で
あ
る
群
馬
県
伊
勢

崎
市
に
た
ど
り
着
い
た
の
か
、
子
供
に
恵
ま

れ
な
か
っ
た
祖
父
母
と
養
女
に
迎
え
ら
れ
た

母
の
生
家
で
あ
る
今
泉
家
と
の
関
係
性
な
ど

は
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。
時
節
柄
、
よ
り
詳

細
な
聞
き
取
り
に
進
む
こ
と
が
出
来
て
い
ま

せ
ん
が
、
大
学
校
を
卒
業
し
た
か
ら
終
わ
り

と
い
う
訳
で
は
な
く
、
子
供
た
ち
に
伝
承
し

て
い
く
た
め
に
も
今
後
も
調
べ
ら
れ
る
こ
と

は
継
続
し
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
石
井
家
の
墓
参
の
み
で
な

く
、
父
方
で
あ
る
桒
原
家
、
祖
母
の
中
島
家
、

母
の
生
家
で
あ
る
今
泉
家
と
関
係
す
る
家
々

の
お
墓
に
も
報
告
を
兼
ね
て
墓
参
し
て
い
か

ね
ば
い
け
な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

●
中
村
：
拓
殖
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

●
拓
殖
：
は
い
。
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得

て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
多
く
の
事
実

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
系
調
査
を

通
し
て
、
自
身
の
考
え
や
行
動
が
変
わ
る
こ

と
で
、
周
り
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

在
学
中
、
柘
植
家
の
「
1
0
0
日
墓
参
」

を
継
続
実
践
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
通
し
て
柘

植
家
の
継
承
者
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
る
と

共
に
、
家
族
の
無
事
と
働
き
の
感
謝
を
伝
え

ま
し
た
。

　

家
系
調
査
分
析
に
よ
り
、
今
宮
神
社
に
父

が
協
力
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
今

宮
神
社
は
、
現
在
、
三
つ
の
集
落
の
人
た
ち

が
管
理
し
て
い
る
と
聞
き
、
そ
の
人
た
ち
を

探
し
訪
問
し
、
詳
し
い
こ
と
を
調
べ
ま
し
た
。

地
域
の
氏
神
様
を
会
社
の
創
業
者
や
父
が
大

切
に
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
会

社
と
家
庭
の
繁
栄
に
対
す
る
御
礼
と
共
に
、

こ
れ
か
ら
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

●
中
村
：
南
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

●
南
：
父
方
は
昔
か
ら
月
命
日
に
は
、
住
職

が
家
に
来
ら
れ
お
経
を
唱
え
ま
す
。
ま
た
、

毎
月
の
お
墓
参
り
も
当
た
り
前
の
こ
と
と
し

て
以
前
か
ら
励
行
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

家
系
調
査
し
て
い
く
う
ち
に
和
田
家
の
お
墓

に
並
ぶ
沢
山
の
先
祖
の
お
墓
に
は
誰
が
入
っ

て
お
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
私
と
の
関
係
な

ど
全
く
知
ら
ず
「
ご
先
祖
様
に
申
し
訳
な
い
。

こ
れ
で
は
駄
目
だ
」
と
気
づ
き
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
、
主
人
や
子
供
達
と
共
に
調
査
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

調
査
を
進
め
る
う
ち
に
徳
・
不
徳
が
少
し

ず
つ
見
え
て
き
ま
し
た
。
父
方
の
祖
先
が
僧

侶
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
母
方
に

お
い
て
は
、
先
生
の
一
言
か
ら
気
づ
か
せ
て

頂
い
た
カ
プ
セ
ル
霊
。
心
が
苦
し
く
な
り
、

直
ち
に
墓
石
探
し
に
駆
け
回
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
ち
ゃ
ん
と

お
祀
り
し
て
頂
い
て
い
た
の
で
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
。「
良
く
来
た
ね
」
と
待
っ
て
下
さ
っ
て

い
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
心
が
温
か
く
な
り

ま
し
た
。

　

調
査
し
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
女
性
が
苦
し
み
や
悲
し
み
を
持
ち

な
が
ら
、
一
生
懸
命
に
生
き
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
「
家
庭
に
お
い

て
も
、
会
社
に
お
い
て
も
決
し
て
人
柱
を
作

る
こ
と
な
く
、
私
の
代
で
断
ち
切
る
」
と
強

く
心
に
誓
い
ま
す
。
徳
の
部
分
は
継
承
し
、

不
徳
の
部
分
は
私
の
代
で
切
り
捨
て
る
。
後

世
に
は
引
き
継
が
な
い
。
ま
た
、
お
墓
参
り

に
は
今
ま
で
以
上
に
崇
拝
の
念
を
持
っ
て
お

参
り
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

３
．	「
日
本
学
宗
」か
ら
の
学
び

●
中
村
：「
日
本
学
宗
」
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
す
か
、
山
田
さ
ん
。

●
山
田
：
正
直
に
申
し
ま
し
て
内
容
が
難
解

で
、
古
事
記
な
ど
今
ま
で
興
味
を
持
っ
て
接

し
た
こ
と
な
ど
無
い
私
に
と
っ
て
は
少
し
違

和
感
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
た
だ
、
印

象
に
残
っ
た
の
は
企
業
の
歴
史
や
家
族
の
歴

史
を
把
握
し
て
、
良
い
こ
と
を
学
び
、
新
し

い
こ
と
を
取
り
入
れ
な
が
ら
悪
い
点
を
正
面

か
ら
捉
え
て
改
善
し
て
い
く
事
が
重
要
で
あ

る
と
い
う
点
で
す
。
そ
れ
が
永
年
（
三
代
75

年
）
継
続
の
源
に
な
っ
て
い
く
、
そ
の
た
め

に
自
身
の
活
動
を
レ
ベ
ル
・
ラ
ベ
ル
ア
ッ
プ

さ
せ
て
い
く
事
を
講
義
全
体
で
感
じ
ま
し
た
。

●
中
村
：
石
井
さ
ん
は
、
い
か
が
で
す
か
。

●
石
井
：「
日
本
学
宗
」
は
非
常
に
難
し
か
っ

た
で
す
。
し
か
し
、
日
本
の
歴
史
、
日
本
人

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
っ
た
も

の
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
の
は
貴
重
な
時
間

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

沼尻産業株式会社
� 部長　柘植　斉　氏

アップル債権回収株式会社
総務部長　南　広美　氏



14

　

ま
た
、
講
義
の
中
で
山
口
学
校
長
が
話
し

た
言
葉
の
中
で
「
権
力
で
人
を
動
か
す
の
で

は
な
く
、
権
威
で
人
を
惹
き
つ
け
る
」
と
天

皇
陛
下
を
例
え
て
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
自
分
自
身
が
陛
下
の

よ
う
に
は
な
れ
な
い
で
す
が
、
人
を
動
か
す

と
い
う
上
で
は
強
引
に
動
か
す
の
で
は
な
く
、

人
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
を
身
に
着
け
て
い
き

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

●
中
村
：
南
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

●
南
：
日
本
人
と
し
て
、
日
本
の
歴
史
や
成

り
立
ち
は
、
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
日
本
人
は
混

血
を
重
ね
、
違
う
文
化
を
融
合
さ
せ
、
互
い

を
受
け
入
れ
、
共
に
成
長
さ
せ
て
い
く
種
族

で
あ
る
こ
と
。
利
他
の
精
神
、
三
方
よ
し
の

精
神
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
家
庭
、

会
社
を
成
長
・
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

国
生
神
話
の
解
説
も
し
て
頂
き
、
日
本
人

の
原
点
と
な
る
場
所
は
伊
勢
神
宮
な
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
式
年
遷
宮
か
ら
は
、
繰
り
返

し
な
が
ら
常
に
新
し
く
あ
り
続
け
る
と
い
う

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
人
、
企
業
、

家
庭
に
お
い
て
も
歴
史
が
あ
っ
て
、
そ
の
中

か
ら
徳
・
不
徳
を
ど
う
新
し
く
次
に
繋
げ
て

い
く
の
か
が
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。
現
状
に
流
さ
れ
ず
「
モ
ト
を

忘
れ
ず
、
末
を
乱
さ
ず
」
を
基
本
に
、
私
は

宇
宙
大
生
命
に
生
か
さ
れ
、
命
と
共
に
使
命

を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
相
手

を
認
め
る
こ
と
、
相
手
に
対
す
る
気
配
り
、

相
手
の
幸
せ
を
常
に
願
う
、
個
別
生
命
観
か

ら
動
態
連
続
生
命
観
に
立
っ
た
考
え
方
を
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
気
づ
か
せ
て

頂
き
、
心
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

４
．	「
業
務
改
善
」に
つ
い
て

●
中
村
：
取
り
組
ま
れ
た
業
務
改
善
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
石
井
さ
ん

か
ら
。

●
石
井
：
テ
ー
マ
は
「
3
年
後
ま
で
に
東
建

産
業
㈱
の
総
務
部
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を

つ
く
る
」
と
し
、
会
社
の
収
益
構
造
を
転
換

さ
せ
る
た
め
に
は
人
財
育
成
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
人
財
育
成
を
担
っ
て
い
く
立
場
と
し
て

自
分
が
成
長
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の

た
め
に
は
現
業
を
補
完
者
に
委
譲
し
て
、
人

財
育
成
に
専
念
す
る
と
い
う
目
的
で
業
務
改

善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
自
分
が
不
在
と
な
っ
て
も
仕
事
が

滞
り
な
く
進
む
よ
う
に
す
る
た
め
の
準
備
か

ら
始
め
、
並
行
し
て
管
理
者
の
指
導
力
を
強

化
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ー
ト
を
作

成
、
対
象
者
を
絞
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ー
ト

に
則
っ
た
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
中
村
：
拓
殖
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

●
拓
殖
：
人
時
生
産
性
管
理
を
導
入
し
、
作

業
生
産
性
と
人
時
生
産
性
の
管
理
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
産
性
管
理
と
人
時
数
の
適
正

管
理
を
行
い
付
加
価
値
（
利
益
）
の
最
大
化

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
人
時
生
産
性

管
理
を
全
拠
点
で
推
進
し
、
業
務
の
平
準
化

を
行
い
、
業
務
と
管
理
を
仕
組
化
す
る
こ
と

で
、
計
画
さ
れ
た
生
産
性
と
人
時
数
を
管
理

し
利
益
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
ま
た
、
状
況
の
変
化
を
捉
え
て
迅

速
な
対
応
に
よ
る
リ
カ
バ
リ
ー
が
で
き
る
よ

う
に
セ
ン
タ
ー
長
と
そ
の
補
完
者
に
人
時
生

産
性
管
理
と
品
質
管
理
の
基
礎
を
指
導
し
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

人
時
生
産
性
管
理
を
開
始
し
て
か
ら
全
社

平
均
値
も
改
善
傾
向
が
確
認
で
き
ま
す
。
現

場
改
善
と
し
て
管
理
す
べ
き
項
目
の
明
確
化
、

作
業
手
順
の
標
準
化
を
現
場
担
当
者
と
進
め
、

基
本
的
な
内
容
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
管

理
の
定
着
化
を
考
え
な
が
ら
現
場
に
管
理
の

移
管
を
進
め
ま
し
た
。
人
時
生
産
性
導
入
か

ら
現
在
ま
で
の
業
務
改
善
活
動
で
、
人
時
生

産
性
導
入
月
に
対
し
て
27
% 

向
上
、
改
善

さ
れ
ま
し
た
。
目
標
値
の
平
均
時
給
単
価
の

3
倍
に
対
し
て
実
績
全
社
平
均
は
達
成
率
で

98
% 

の
改
善
結
果
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
現
場
内
部
か
ら
安
全
活
動
、
品

質
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
社
員
教
育
を
継
続

し
、
人
財
育
成
と
ス
キ
ル
向
上
に
繋
が
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

●
中
村
：
南
さ
ん
い
か
が
で
す
か
。

●
南
：
社
長
の
願
い
で
あ
る
「
私
が
居
な
く

て
も
総
務
部
門
が
流
れ
る
状
況
に
し
て
欲
し

い
。
総
務
の
仕
事
か
ら
は
離
れ
、
営
業
の
統

括
か
、
回
収
の
統
括
を
担
っ
て
欲
し
い
」
の

実
現
に
向
け
て
、
３
つ
の
業
務
改
善
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
、
総
務
部
門
の
「
業
務
手
順
書
」

の
作
成
で
す
。
手
順
書
を
作
成
し
た
こ
と
で
、

誰
も
が
同
じ
流
れ
で
業
務
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
こ
と
、
又
、
今
担
当
し
て
い
る

業
務
に
つ
い
て
は
、
其
々
が
「
業
務
手
順
書
」

を
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
が
業
務
の
認

知
度
合
を
確
認
す
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
し

た
。

　

２
つ
目
は
、
営
業
部
と
総
務
部
と
の
間
に

お
け
る
業
務
の
流
れ
を
良
く
す
る
為
に
、
営

業
部
門
か
ら
総
務
部
門
へ
の
「
必
要
項
目
確

認
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
債
権
管
理

シ
ス
テ
ム
へ
の
情
報
入
力
が
「
必
要
項
目
確

認
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
た
こ
と
で
、
事
前
に

営
業
部
か
ら
総
務
部
へ
引
き
継
ぐ
べ
き
内
容

が
明
確
化
さ
れ
業
務
引
き
継
ぎ
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
つ
目
は
、
債
務
者
等
と
返
済
合
意
し
た

先
に
対
す
る
「
返
済
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の

創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大

エンケイペインティング株式会社
執行役員　山田 康範　氏
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作
成
で
す
。
返
済
が
長
期
不
履
行
と
な
っ
て

い
る
先
が
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
延

滞
回
収
を
行
う
為
で
も
あ
り
ま
し
た
。
作
成

後
は
直
ち
に
月
次
資
料
と
し
て
運
用
し
、
毎

月
の
延
滞
先
の
回
収
額
の
増
加
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
で
、
回
収
漏

れ
や
督
促
漏
れ
の
防
止
を
図
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

●
中
村
：
山
田
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

●
山
田
：
は
い
。
ち
ょ
う
ど
新
し
い
工
場
の

話
が
あ
り
、
そ
の
開
発
と
そ
れ
に
伴
う
人
材

育
成
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
学
校
へ
の
参
加
が
無
く
て
も
実
際

に
取
り
組
む
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
の
物
事
の
進
め
方
や
人

材
育
成
の
進
め
方
な
ど
面
談
や
、
サ
ブ
ゼ
ミ

の
中
で
話
を
し
て
い
く
事
で
整
理
が
で
き
、

具
体
的
な
活
動
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
自

身
の
成
長
も
そ
う
で
す
が
、
各
世
代
の
リ
ー

ダ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
ち
、
取

り
組
み
、
成
果
を
少
し
ず
つ
出
し
て
く
れ
た

事
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

５
．	

こ
れ
か
ら
の
目
標
と
課
題

●
中
村
：
最
後
に
、
皆
さ
ん
の
今
後
の
目
標

と
課
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
石
井
さ
ん
お

願
い
し
ま
す
。

●
石
井
：
業
務
改
善
で
補
完
者
の
採
用
と
い

う
課
題
は
残
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
ス

タ
ッ
フ
が
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
く
れ
て
、
大

学
校
へ
出
席
す
る
際
も
何
の
不
安
も
な
く
出

張
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

人
財
育
成
に
つ
い
て
も
シ
ス
テ
ム
化
ま
で
は

課
題
だ
ら
け
で
す
が
、
計
画
的
に
進
め
て
軌

道
に
の
せ
て
、
大
学
校
参
加
の
際
の
社
長
の

願
い
で
も
あ
る
人
財
採
用
、
育
成
の
統
括
責

任
者
に
な
る
よ
う
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
己
改
善
に
つ
い
て
は
最
終
的
に
は
石
井

家
の
長
男
と
し
て
祭
祀
を
継
承
し
て
子
孫
へ

そ
れ
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
使
命
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
は

妻
に
日
々
の
行
な
い
へ
の
感
謝
、
労
い
を
普

通
に
出
来
る
よ
う
に
し
つ
つ
、
週
に
1
日
は

家
族
の
た
め
の
時
間
を
作
り
、
祭
祀
を
継
承

し
て
ゆ
け
る
良
好
な
関
係
性
を
築
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
中
村
：
拓
殖
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

●
拓
殖
：
今
回
、
大
学
校
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
、
現
在
実
践
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
は
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

家
系
調
査
分
析
に
よ
り
現
実
を
知
り
、
祖

父
が
岡
野
家
と
小
久
保
家
を
助
け
守
り
な
が

ら
祭
祀
を
大
切
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
私
も
、

小
久
保
家
と
柘
植
家
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で

家
系
の
流
れ
を
繋
い
で
い
き
ま
す
。
私
自
身

に
関
わ
る
現
実
を
こ
れ
ま
で
知
ら
ず
に
生
き

て
き
た
こ
と
に
対
し
て
深
く
お
詫
び
を
し
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
受
け
た
恩

を
返
す
と
き
が
き
た
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、

親
祖
先
に
詫
び
、
こ
れ
か
ら
自
身
の
考
え
取

り
組
み
を
変
え
て
い
き
ま
す
。　

　

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て

今
が
あ
る
こ
と
を
家
族
に
伝
え
、
祭
祀
を
営

む
こ
と
で
、
祖
先
に
感
謝
を
伝
え
、
成
長
し

た
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、
人
の
成
長
が
家
の

成
長
に
繋
が
る
よ
う
に
取
り
組
み
、
困
難
な

こ
と
も
懸
命
に
継
続
し
て
自
己
の
使
命
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

●
中
村
：
南
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

●
南
：
会
社
は
債
権
管
理
回
収
業
と
い
う
特

殊
な
業
務
で
あ
る
為
、
世
間
か
ら
は
受
け
入

れ
ら
れ
に
く
い
職
種
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
終
的
に
は
、
債
務
者
側
か
ら
も

相
手
企
業
か
ら
も
「
ア
ッ
プ
ル
債
権
回
収
に

助
け
て
頂
い
て
良
か
っ
た
な
」
と
喜
ん
で
貰

え
る
よ
う
な
企
業
へ
と
成
長
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

家
庭
に
お
い
て
は
、
夫
方
の
家
系
調
査
も

行
っ
た
こ
と
、
ま
た
調
査
に
は
夫
や
子
供
達

が
同
行
し
て
く
れ
た
こ
と
で
皆
が
徳
・
不
徳

を
知
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
知
り
得

た
不
徳
の
部
分
は
私
の
代
で
断
ち
切
り
、
又

は
転
換
し
、
未
来
へ
と
繋
い
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

●
中
村
：
山
田
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

●
山
田
：
事
業
面
に
関
し
て
は
新
工
場
の
詳

細
も
決
ま
り
つ
つ
あ
り
、
下
準
備
の
工
事
も

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
人
材
育
成
に
関
し
て
は

ま
だ
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
と
考
え
て

お
り
、
卒
業
後
も
継
続
し
て
実
践
す
る
こ
と

に
よ
り
弊
社
の
文
化
と
し
、
１
０
０
年
企
業

の
基
礎
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

　

家
庭
に
お
い
て
は
、
今
回
初
め
て
妻
や
子

供
の
思
い
を
聞
け
ま
し
た
の
で
、
徳
で
あ
る

愛
和
の
家
庭
を
継
続
で
き
る
よ
う
夫
婦
、
子

供
た
ち
と
実
践
し
、
不
徳
を
転
換
し
、
次
世

代
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
中
村
：
コ
ロ
ナ
環
境
下
の
中
、
大
変
な
思

い
を
し
な
が
ら
１
年
間
取
り
組
ん
で
頂
き
ま

し
た
。
不
自
由
な
面
や
思
う
よ
う
に
進
ま
な

い
面
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら

の
逆
境
を
乗
り
越
え
て
皆
さ
ん
が
掴
ま
れ
た

も
の
は
、
今
後
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
拠
り
所

と
な
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
親
先
祖
か

ら
学
ん
だ
も
の
、
そ
れ
は
悲
し
み
や
苦
し
み

を
喜
び
に
転
換
す
る
中
か
ら
大
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
立
て
た
目
標
（
使
命
）
の
実
現

に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
創
造
経

営
の
輪
を
拡
げ
て
い
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大学校　創造経営大

（一社）日本創造経営協会
　専務理事　中村 邦則
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組
織
は
人
の
集
ま
り
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り

の
意
識
（
心
）
と
行
動
が
結
果
と
し
て
の
経
営

成
果
に
表
れ
ま
す
。
で
す
の
で
、
組
織
風
土
の

改
善
は
、
現
場
や
仕
組
み
の
改
善
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
ら
を
動
か
す
人
と
そ
の
人
の
心
の
成

長
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
人
づ
く
り
を
通
し
て
組
織
風
土
の

改
善
を
進
め
て
い
る
、
介
護
事
業
者
の
㈱
太
陽

メ
デ
ィ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
、
当
社
）
の
事

例
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に

　

事
業
開
始
か
ら
10
年
目
を
迎
え
た
当
社
は
、

従
業
員
は
約
1
0
0
名
で
介
護
施
設
3
棟
を

営
ん
で
お
り
、“
住
み
慣
れ
た
地
域
と
と
も
に

歩
む
”
を
モ
ッ
ト
ー
に
介
護
職
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
成
長
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

超
高
齢
化
社
会
が
進
展
す
る
我
が
国
に
お
い

て
、
介
護
事
業
は
大
き
な
機
会
を
迎
え
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
介
護
職
員
の
賃
金
水
準
は
全
産

業
平
均
を
下
回
り
、
人
手
不
足
と
相
ま
っ
て
人

材
の
“
獲
り
あ
い
”
が
行
わ
れ
、
定
着
率
の
低

下
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
に
お
い
て
も
、
事
業
拡
大
に
伴
う
積
極

的
な
採
用
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
事
業

開
始
時
の
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
が
退
職
し
て
し
ま

い
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
定
着
し
な
い
事
態
に
悩
ま
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

5
年
前
に
創
造
経
営
大
学
校
を
卒
業
し
た

K
常
務
（
当
時
、
取
締
役
）
は
、
事
業
拡
大
と

サ
ー
ビ
ス
強
化
に
邁
進
し
、
創
造
経
営
大
学
校

１
．
当
社
の
概
要

２
．
K
常
務
の
取
り
組
み

に
通
い
な
が
ら
3
棟
目
を
竣
工
さ
せ
る
大
き
な

仕
事
を
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
無
事
に
3
棟
目

は
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
人
材
が
定
着
せ
ず
、

当
社
が
大
切
に
す
る
挨
拶
や
整
理
整
頓
な
ど
の

基
準
創
造
行
動
も
上
手
く
浸
透
し
な
い
時
期
が

続
き
ま
し
た
。

　

当
時
、
組
織
の
意
思
疎
通
度
を
測
定
す
る
企

業
性
格
診
断
（
以
下
、
Ｋ
Ｄ
─
Ⅰ
）
の
総
合
得

点
は
51
・
8
点
と
『
自
立
準
備
性
企
業
の
中
の

上
』
で
あ
り
、“
経
営
者
の
統
一
力
が
で
き
か
け

た
企
業
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
ま
と
ま
っ
て
い
な

い
の
で
集
団
意
思
の
ま
と
め
に
は
多
少
苦
労
す

る
傾
向
が
あ
る
”
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
業

界
と
し
て
は
比
較
的
高
か
っ
た
も
の
の
、
管
理

者
と
現
場
（
リ
ー
ダ
ー
・
一
般
社
員
・
パ
ー
ト

層
）
と
の
得
点
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
く
、
組
織
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
指
示
が
現
場
に
浸
透
し
な
い
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
“
自
分
一
人
で
は
組
織
全
体
の
改
善
は
ム
リ

だ
”
と
思
っ
た
K
常
務
は
、
補
完
者
と
な
る
N

部
長
（
当
時
、
課
長
）
に
「
一
緒
に
人
材
育
成

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
願
い
を
か
け
、
創

造
経
営
教
室
基
礎
コ
ー
ス
（
以
下
、
基
礎
コ
ー

ス
）に
送
り
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

2
人
3
脚
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
研
修
制
度
を
整

え
、
専
門
性
が
育
ま
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
組
織
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
上
手
く
進
展
せ
ず
、
定
着
率
の
改
善

も
小
幅
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
K
常
務
と
N
部
長
は
、
さ
ら
な
る

補
完
者
を
つ
く
る
た
め
に
施
設
の
責
任
者
や
部

門
長
な
ど
次
世
代
幹
部
を
順
次
基
礎
コ
ー
ス
に

送
り
出
し
、
管
理
者
と
現
場
を
つ
な
ぎ
一
緒
に

組
織
風
土
を
改
善
す
る
仲
間
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

次
世
代
幹
部
の
基
礎
コ
ー
ス
受
講
が
一
巡

し
、
3
年
前
に
改
め
て
Ｋ
Ｄ
─
Ⅰ
調
査
を
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
結
果
は
51
・
7
点
と
殆
ど
変

化
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
K
常
務
や
N
部
長
、

次
世
代
幹
部
は
そ
れ
ぞ
れ
“
現
場
を
良
く
し
た

い
”
と
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
現
場
で
は

ル
ー
ル
が
統
一
さ
れ
ず
、
個
々
の
役
割
が
不
明

確
で
あ
る
状
況
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
2
年
前
よ
り
、
K
常
務
と
N
部
長

は
5
名
の
次
世
代
幹
部
を
集
め
、
計
7
名
で
組

織
風
土
を
改
善
す
る
管
理
者
研
修
を
図
表
1
の

ス
テ
ッ
プ
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

S
T
E
P
１
『
創
造
へ
の
誓
い
』
の

実
践
と
相
互
啓
発

　

基
礎
コ
ー
ス
に
送
り
出
す
だ
け
で
は
人
の
成

長
は
限
定
的
で
あ
り
、
フ
ォ
ロ
ー
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
基
礎
コ
ー
ス
で
は
、
研
修
で
の
気
づ
き

と
本
人
・
家
庭
・
職
場
を
幸
せ
に
す
る
決
意
を

『
創
造
へ
の
誓
い
』
に
ま
と
め
ま
す
が
、
こ
の

継
続
的
な
実
践
に
よ
っ
て
人
間
性
と
職
務
能
力

３
．
管
理
者
研
修
の
開
催

教室
フォローアップ

創
造
教
育

〜
21
世
紀
の
人
材
づ
く
り
〜

教
室
フ
ォ
ロ
ー
に
よ
る

組
織
風
土
の
改
善
と
ー
ダ
ー
づ
く
り
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の
両
面
を
開
発
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

K
常
務
も
自
ら
が
中
心
と
な
り
、
次
世
代
幹

部
と
と
も
に
『
創
造
へ
の
誓
い
』
の
実
践
状
況

を
発
表
し
合
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

職
場
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や
自
己
管
理
面
で
の

取
り
組
み
と
成
果
や
反
省
点
を
発
表
し
ま
す
。

発
表
後
、
立
場
や
役
割
を
超
え
た
質
疑
応
答
と

討
議
が
な
さ
れ
ま
す
。
研
修
メ
ン
バ
ー
か
ら
の

激
励
を
受
け
て
、
各
自
『
創
造
へ
の
誓
い
』
を

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
せ
、
幹
部
と
し
て
の
人

間
性
（
心
）
と
職
務
能
力
を
高
め
続
け
て
い
ま

す
。
K
常
務
や
N
部
長
に
と
っ
て
は
、
改
め
て

願
い
や
期
待
を
伝
え
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

S
T
E
P
２

基
準
創
造
行
動
の
徹
底
と

浸
透

　

研
修
メ
ン
バ
ー
は
『
創
造
へ
の
誓
い
』
を
通

し
て
基
準
創
造
行
動
（
挨
拶
・
早
起
き
（
時
間

管
理
）・
約
束
と
計
画
・
報
連
相
・
整
理
整
頓

清
掃
清
潔
）
を
実
践
し
ま
す
が
、
現
場
の
方
々

に
は
ど
の
よ
う
に
実
践
し
て
も
ら
う
か
、
そ
の

基
準
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
現
場

の
基
準
創
造
行
動
の
状
況
を
洗
い
出
し
、
当
社

と
し
て
の
基
準
創
造
行
動
の
具
体
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
報
連
相
に
お
い
て
は
、
I
T
ツ
ー

ル
を
活
用
し
た
情
報
共
有
や
引
き
継
ぎ
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
整

理
整
頓
清
掃
清
潔
で
は
、
K
常
務
が
『
定
数
管

理
勉
強
会
』
を
実
施
し
て
、
置
き
場
所
や
在
庫

数
、
管
理
担
当
者
が
明
確
に
な
り
、
無
駄
な
発

注
や
探
す
時
間
を
削
減
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

挨
拶
で
は
、
当
社
の
挨
拶
の
標
語
“
た
い
よ
う

の
挨
拶
”（
図
表
2
）
が
明
確
に
な
り
、
丁
寧
な

挨
拶
を
通
し
て
患
者
様
や
ご
家
族
様
に
も
安
心

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
風
土
が
で
き
て
き

ま
し
た
。

S
T
E
P
３
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ガ
イ
ド	

第
3
部
』
の
学
び
と
実
践

　

次
に
、『
創
造
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ガ
イ
ド
』

の
第
3
部
を
学
ぶ
機
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
第

3
部
は
、
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
層
を
対
象
に
現
場

改
善
と
人
材
育
成
に
取
り
組
む
ポ
イ
ン
ト
が
12

項
目
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
研
修
メ
ン

バ
ー
は
自
己
や
自
部
門
の
課
題
を
前
提
に
自
ら

テ
ー
マ
を
選
定
し
、
そ
の
学
び
と
現
場
で
の
活

用
を
資
料
に
ま
と
め
、
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ガ
イ
ド
第
3
部
』
の
学
び

と
実
践
は
、
実
は
『
創
造
へ
の
誓
い
』
の
実
践

を
通
し
た
自
己
の
課
題
克
服
と
密
接
な
関
係
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、“
受
容
力
”
と
い
う
自

己
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
方
は
、
チ
ー
ム
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
個
別
面
談
を
通
し
て
“
受
容
力
”

を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ガ
イ
ド
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同
誌
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

S
T
E
P
4

小
集
団
活
動
と
補
完
者
育
成

　

以
上
を
通
し
て
、
ト
ッ
プ
と
次
世
代
幹
部
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ

ま
し
た
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
次
世
代
幹
部
の

補
完
者
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
で
す
。

　

当
社
で
は
、
S
T
E
P
3
で
学
ん
だ
『
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ガ
イ
ド
第
3
部
』
か
ら
テ
ー
マ
を
選

定
し
、
小
集
団
に
よ
る
現
場
改
善
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
次
世
代
幹
部
が
中
心
に
な

る
の
で
は
な
く
、
技
術
面
や
改
善
手
法
を
教
え

な
が
ら
具
体
的
な
活
動
は
リ
ー
ダ
ー
に
任
せ
て

い
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
と
現
場
の
風
土
改
善
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
は
、
小
集
団
と
い
う
チ
ー
ム
を
ま

と
め
な
が
ら
現
場
改
善
を
進
め
る
中
で
成
功
体

験
を
重
ね
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
苦
労
や
困
難

に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
自
己
の
本

質
的
成
長
課
題
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
克
服
す
る

た
め
に
、
基
礎
コ
ー
ス
に
参
加
し
て
も
ら
う
と

い
う
流
れ
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
当
社
で
は
約
2
年
間
の

研
修
を
通
じ
た
組
織
改
善
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
4
月
に
実
施
し
た
Ｋ
Ｄ
─
Ⅰ
調
査

は
55
・
9
点
と
、
４
・
2
点
も
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
意
思
疎
通
度
が
高
ま
り
、

ル
ー
ル
が
守
ら
れ
る
職
場
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
入
社
3
年
未
満
の
定
着
率
は
ほ
ぼ

1
0
0
％
と
な
り
、
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
も
前
向

き
に
成
長
し
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
改
善
が
進
ん
だ
土
台
は
、
幹
部
の

『
創
造
へ
の
誓
い
』
の
実
践
に
よ
る
自
己
の
本

質
的
課
題
の
克
服
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
創
造
経
営
教
室
受
講
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に

あ
り
ま
す
。

　

組
織
風
土
を
改
善
す
る
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
に

向
け
て
、
創
造
経
営
教
室
と
フ
ォ
ロ
ー
の
ご
活

用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【図表1】管理者研修のステップ

【図表2】たいようの挨拶
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人
類
経
済
秩
序
と
人
類
愛フィ

ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
解
説

危
機
を
克
服
で
き
る
家
族
と
地
域
の
創
造

日本創造経営グループ
代表　礒部　巖

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
は
世
界
で
2
億 

4
千
万
人
を
超
え
、
死
者
5
百
万
人
に
達
し

て
い
る（
2
0
2
1
年
11
月
6
日
現
在
）。
更

に
今
後
も
増
加
が
続
く
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

人
類
は
過
去
に
も
感
染
症
に
よ
る
深
刻

な
危
険
を
経
験
し
て
い
る
。
代
表
的
な
も

の
は
1
3
4
7
年
〜
51
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
流
行
し
た
ペ
ス
ト
（
黒
死
病
）
で
あ
り
、

約
5
0
0
0
万
人
（
推
定
）
の
死
者
を
出
し

て
い
る
。
こ
れ
を
境
に
、
西
欧
社
会
の
変
革

が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
第
一
次
大
戦
末
期

（
1
9
1
8
年
〜
19
年
）
に
か
け
て
流
行
し

た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
死
者
は
4
8
8
0
万
人

か
ら
1
億
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

感
染
症
に
代
表
さ
れ
る
危
機
は
、
不
安
定

な
状
態
が
突
発
的
に
発
生
し
、
そ
れ
に
対
す

る
緊
急
の
対
応
が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
は
発
生
源
の
中
国
か
ら
世
界
に

拡
が
り
続
け
て
い
る
急
性
的
危
機
の
典
型
で

あ
る
。
ウ
イ
ル
ス
は
飛
行
機
や
船
舶
を
利
用

す
る
人
を
通
し
て
、一
気
に
世
界
に
拡
散
し
、

発
生
し
て
2
年
を
過
ぎ
て
も
終
息
の
目
途
は

立
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
医
薬
の

進
歩
や
医
療
体
制
の
整
備
は
進
め
ら
れ
て
い

る
け
れ
ど
も
、
そ
の
成
果
を
共
有
し
対
応
す

る
国
際
的
体
制
は
十
分
な
も
の
で
は
な
く
、

寧
ろ
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

　

わ
が
国
は
2
0
1
1
年
に
東
日
本
大
震

災
と
そ
れ
に
伴
う
福
島
第
一
原
発
の
事
故

が
発
生
し
、
そ
れ
か
ら
10
年
、
復
興
に
む

け
て
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と
き
、

2
0
2
0
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
始
ま
っ

た
。

　

し
か
も
2
0
2
1
年
8
月
に
は
、
復
興
の

証
し
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、

感
染
も
国
内
で
急
拡
大
し
、
双
方
へ
の
対
応

も
限
界
状
態
の
な
か
で
進
め
ら
れ
た
。
感
染

拡
大
防
止
、
感
染
の
予
防
・
治
療
等
、
医
療

を
中
心
に
進
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
政
治
・

経
済
活
動
を
含
む
国
民
の
生
活
の
回
復
、
維

持
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
対
応
は
、
国

内
と
同
時
に
国
際
的
連
携
を
欠
く
こ
と
が
で

き
な
い
。
何
よ
り
も
情
報
の
共
有
に
よ
る
国

際
的
に
予
防
・
治
療
が
行
わ
れ
る
体
制
が
求

め
ら
れ
る
。

　
「
危
機
」
は
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
だ
け

で
は
な
い
。
地
球
温
暖
化
に
伴
う
異
常
気

象
、
生
態
系
の
破
壊
、
森
林
、
水
な
ど
の
自

然
資
源
の
枯
渇
等
の
構
造
的
危
機
は
既
に

発
生
し
進
行
し
て
い
る
。
し
か
も
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
も
生
態
系
を
形
成
し
て
い
る
一
部
で

あ
り
、
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
危
機
の
克
服

を
し
て
い
く
た
め
に
は
個
々
の
問
題
へ
の
個

別
対
応
で
は
限
界
が
あ
り
、
国
際
的
な
協
力

を
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

同
時
に
、
危
機
対
応
の
基
本
は
他
責
す
る

こ
と
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
自
責
と
し
て
受

け
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
生
活
者
と
し
て
の

自
律
的
行
動
か
ら
の
出
発
で
あ
る
。

　

地
球
の
誕
生
は
46
億
年
と
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
人
類
（
ヒ
ト
）
が
地
球
上
に
登

場
し
た
の
は
7
0
0
万
年
前
（
猿
人
）、
更

に
我
々
の
直
接
の
先
祖
で
あ
る
新
人
（
ホ
モ

サ
ピ
エ
ン
ス
）
は
20
万
年
前
か
ら
で
あ
る
。

　

大
き
な
頭
脳
を
持
ち
、
直
立
二
足
歩
行
し

た
ヒ
ト
は
、
家
族
を
形
成
し
、
同
時
に
群
れ

（
共
同
体
）と
し
て
採
集
や
狩
猟
を
行
い
、
そ

れ
を
分
配
し
家
族
と
共
食
し
、
育
児
を
行
っ

て
い
っ
た
。
同
時
に
複
数
の
家
族
を
内
容
と

す
る
共
同
体
と
い
う
社
会
を
築
い
た
。
共
同

体
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
規
範
と
し
て

明
確
に
し
た
の
は
、
イ
ン
セ
ス
ト
・
タ
ブ
ー

（
近
親
相
姦
の
禁
忌
）で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り

家
族
が
大
き
く
な
る
こ
と
も
他
の
家
族
と
の

共
生
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。
配
偶
者

間
の
分
業
、
イ
ン
セ
ス
ト
・
タ
ブ
ー
、
外
婚

制
、
集
団
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の
存
在
は
、

狩
猟
採
集
社
会
だ
け
で
な
く
、
現
在
に
も
生

き
て
い
る
。

　

更
に
1
万
2
千
年
前
、
農
業
革
命
が
起
き

定
住
生
活
が
始
ま
り
、
品
種
改
良
、
農
耕
技

術
の
改
良
に
よ
る
食
糧
生
産
を
も
と
に
安
定

し
た
生
活
が
始
ま
っ
た
。
同
時
に
、
社
会
的

階
層
、
都
市
の
形
成
、
文
字
、
法
の
制
定
、

そ
れ
に
も
と
づ
く
政
治
が
行
わ
れ
た
。
農

耕
・
牧
畜
は
中
世
ま
で
の
社
会
の
基
盤
と

な
っ
て
い
っ
た
。

　

近
代
社
会
の
主
役
は
神
か
ら
人
間
中
心

と
な
り
、
経
済
も
農
耕
・
牧
畜
か
ら
工
業
に

移
っ
て
き
た
。
変
革
の
主
役
は
科
学
の
進
歩

と
産
業
の
発
展
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
科
学
的

合
理
性
で
貫
か
れ
て
い
る
。
現
在
も
新
型
コ

ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
し
て
ウ
イ
ル
ス
の

解
明
、
ワ
ク
チ
ン
治
療
薬
の
開
発
、
そ
の
成

１
．�	

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の

対
応
を
通
し
て

２
．�	

人
間
中
心
社
会
の
拡
大
の

限
界
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果
を
医
師
を
始
め
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

情
報
シ
ス
テ
ム
、
設
備
を
活
か
し
、
予
防
・

治
療
の
第
一
線
で
対
応
し
て
い
る
。

　

近
代
社
会
は
個
人
の
自
由
、
平
等
（
基
本

的
人
権
）
を
基
本
と
し
て
形
成
さ
れ
、
政

治
・
経
済
シ
ス
テ
ム
は
こ
れ
を
一
体
と
な
っ

て
運
用
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
科
学
の
進

歩
と
技
術
の
開
発
は
新
た
な
産
業
を
発
展
さ

せ
、
物
質
的
に
豊
か
な
社
会
の
実
現
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。

　

経
済
は
、
資
本
と
労
働
を
も
と
に
連
続
的

技
術
革
新
と
同
時
に
、
生
産
に
伴
う
消
費
の

拡
大
の
好
循
環
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
た
め
に
は
販
売
市
場
の
拡
大
と

消
費
者
の
際
限
の
な
い
欲
望
の
肥
大
化
が
求

め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
経
済
成
長
の
限
界
が

１
９
７
０
年
代
か
ら
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
か
ら

半
世
紀
が
経
過
し
、
地
球
温
暖
化
を
始
め
と

す
る
地
球
規
模
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
漸
く
２
０
１
５
年
に
「
持

続
可
能
な
社
会
、
経
済
、
環
境
（SD

Gs

）」

を
目
指
し
た
開
発
目
標
が
１
９
３
の
国
の
合

意
で
採
択
さ
れ
た
。
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
急
性
的
危
機
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

構
造
的
危
機
へ
の
対
応
が
「SD

Gs

」
で
あ

る
。

　

近
代
社
会
は
産
業
革
命
に
よ
っ
て
、
財
の

生
産
、
そ
れ
に
必
要
な
原
材
料
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
増
加
と
そ
れ
に
伴
う
消
費
の
拡
大
、

更
に
人
口
も
増
え
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、

物
質
的
豊
か
さ
と
引
き
換
え
に
社
会
持
続
の

中
核
と
な
る
家
族
、
地
域
の
崩
壊
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
。
ヒ
ト
は
家
族
と
同
時
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、
出
産
、
育
児
、
食

事
と
そ
の
た
め
の
生
産
、
安
全
、
他
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
交
流
を
行
い
、
発
展
し
て
き
た
。

社
会
持
続
の
基
本
は
現
在
で
も
変
わ
り
な

い
。

　

世
界
で
も
少
子
高
齢
化
社
会
の
最
先
端

に
あ
る
わ
が
国
の
現
状
は
、
拡
大
か
ら
縮
小

に
伴
う
い
く
つ
か
の
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。

・ 

人
口
は
増
加
か
ら
2
0
1
5
年
か
ら
減

少
に
転
換
し
て
い
る
。
し
か
も
単
身
世
帯

が
全
世
帯
の
40
％
に
達
す
る
（
2
0
4
0

年
）。

・ 

未
婚
者
の
増
大
（
男
子
20
・
1
％
、
女
子

10・6
％　

2
0
1
0
年
）。
出
生
率
の
低

下
（
1
9
6
0
年 

2
・
00
人
、
2
0
1
0

年 
1
・
39
人
）
は
続
い
て
い
る
。

　

家
庭
観
に
つ
い
て
も
、
結
婚
に
対
す
る
考

え
方
、
子
供
を
持
つ
こ
と
に
対
し
て
も
当
然

と
考
え
る
人
よ
り
も
、
結
婚
し
な
く
て
も
良

い
、
子
供
を
持
た
な
く
て
も
良
い
と
考
え
る

人
が
増
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
家
庭
生
活
に
つ
い
て
は
、
性
に
よ

る
役
割
分
担
か
ら
家
庭
内
協
力
型
が
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。

　

男
女
の
平
等
意
識
が
徹
底
し
、
家
族
の
個

人
化
が
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
意
識
の
変
化
は
未
婚
者
の
増
加
、
更

に
全
体
の
40
％
に
達
す
る
単
身
家
族
の
増

大
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
時
に
、
首
都
圏
へ
の
人
口
集
中
、
工

業
、
サ
ー
ビ
ス
へ
の
就
業
者
が
増
大
し
、
地

方
、
農
林
水
産
業
を
中
心
と
す
る
一
次
産
業

の
衰
退
、
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
に
よ
る
地

方
崩
壊
が
進
行
し
て
い
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
経
済
大
国
と
し
て

の
成
長
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、
そ
れ
に
続

く
失
わ
れ
た
20
年
が
経
過
し
、
新
た
な
社
会

シ
ス
テ
ム
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

　

ヒ
ト
は
、
地
球
に
宿
っ
た
い
の
ち
を
授
か

り
、
太
陽
や
月
を
始
め
と
す
る
大
自
然
の
も

と
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ヒ
ト
は

地
球
に
根
ざ
し
た
生
命
の
樹
を
形
成
す
る
生

態
系
を
破
壊
し
、
存
続
の
危
機
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
。
私
た
ち
は
人
間
で
あ
る
前
に
生

物
で
あ
り
、
生
態
系
の
も
と
で
生
か
さ
れ
て

い
る
。
物
質
は
全
て
秩
序
か
ら
無
秩
序
に
向

か
っ
て
進
行
す
る
が
、
生
物
だ
け
は
体
内
で

秩
序
を
保
ち
な
が
ら
活
動
し
、
子
孫
を
残
し

て
い
く
。「
崩
壊
に
逆
ら
っ
て
活
動
し
続
け

る
こ
と
が
生
命
の
本
質
で
あ
る
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
生
命
の
は
た
ら
き
に

は
、
人
間
に
と
っ
て
も
様
々
な
可
能
性
と
同

時
に
、
限
界
の
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

個
別
の
生
命
体
は
少
し
ず
つ
分
子
レ
ベ
ル

の
損
傷
が
進
み
、
秩
序
が
保
て
な
く
な
る
。

そ
れ
が
死
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
し

て
次
の
世
代
が
生
み
出
さ
れ
、
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
生
命
は
続
い
て
い
く
。
生
命
を
個
別
に

み
る
の
で
は
な
く
、
動
態
連
続
し
て
い
く
こ

と
こ
そ
生
命
の
本
質
で
あ
る
（
動
態
連
続
生

命
観
）。

　

私
た
ち
は
大
自
然
の
も
と
で
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
、
一
人
ひ
と
り

が
自
律
的
生
活
を
す
る
前
提
と
な
る
。
持
続

可
能
な
社
会
の
形
成
は
、
い
の
ち
の
本
質
に

根
ざ
し
た
生
き
方
、
働
き
方
を
す
る
生
活
者

が
そ
の
主
役
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
が
直
面
し
て
い
る
課

題
は
、
家
族
と
地
域
の
崩
壊
で
あ
り
、
そ
こ

に
は
家
族
よ
り
自
分
を
、
未
来
よ
り
も
現
在

を
楽
し
く
生
き
よ
う
と
す
る
自
己
中
心
な
個

人
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
結
果
が
ヒ
ト
だ
け
で
な
く
、
生
態
系
を
破

壊
し
、
地
球
の
危
機
を
招
い
て
い
る
こ
と
に

も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

日
本
が
少
子
高
齢
化
を
克
服
し
て
い
く
た

め
に
は
、
社
会
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
家
族

と
地
域
に
根
ざ
し
た
生
活
の
創
造
に
か
か
っ

て
い
る
。
生
活
を
持
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

親
子
夫
婦
を
中
心
と
す
る
家
庭
（
家
族
）
か

ら
の
出
発
で
あ
る
。
夫
婦
の
愛
と
性
を
通
し

て
生
命
は
生
ま
れ
、
母
の
体
内
で
胎
児
と
し

て
、
ま
た
父
母
に
よ
っ
て
幼
児
か
ら
成
人
に

む
け
て
育
成
が
行
わ
れ
る
。
人
の
成
長
は
家

庭
内
だ
け
で
な
く
地
域
の
人
々
の
交
流
の
も

と
で
知
識
だ
け
で
な
く
人
間
性
の
形
成
、
文

化
の
継
承
が
果
た
さ
れ
て
い
く
。

　

個
人
は
確
か
に
近
代
社
会
に
お
い
て
、
自

由
、
平
等
（
基
本
的
人
権
）
は
法
に
よ
っ
て

守
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
同
時
に
そ
れ
に

伴
う
責
任
も
持
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
、
生

活
者
は
現
在
を
自
分
の
た
め
に
生
き
る
だ
け

で
な
く
、
過
去
か
ら
の
継
承
と
未
来
に
む
け

て
の
貢
献
、
他
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
な
く

家
族
、
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
た
め
に

役
立
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
責
任
能
力
）。

自
律
的
生
活
者
に
よ
る
創
造
的
家
族
と
地

域
を
基
盤
と
し
て
、
い
の
ち
の
通
っ
た
し
な

や
か
で
強
靭
な
社
会
が
形
成
さ
れ
る
。

３
．�

経
済
成
長
と
引
き
換
え
に

�

失
わ
れ
た
も
の
の
価
値

４
．�	

生
活
者
に
よ
る
家
庭
と
地
域

の
創
造
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一般社団法人 日本創造経営協会
人類経済秩序の確立に向けた創造と連帯のネットワーク（企業群経営の展開）

　一般社団法人日本創造経営協会は、人類経済秩序確立の学問として「創造経営理論」を提唱し、数多くの企
業を再建した日本創造経営グループ創始者、薄衣佐吉（公認会計士）を中心として、グループ関与先の企業経
営者によって昭和38年（1963）年に設立されました。
　以来、激しい社会・経済環境の中、「創造者」の育成に
よる「創造的企業（中核企業）」を実現し、中核企業を
主木とした企業群経営による「創造と連帯のネットワー
ク」の展開により、人類経済秩序の確立に向けて活動を
展開しております。
　全国の中核企業経営者により理事会を組織し、「創造経
営教育事業（人づくり）」、「ネットワーク事業（組織づく
り）」を中心に活動を展開しています。

■ 各支部・支会の展開
　地域経済の活性化は、元気な地域経済の育成と、その
ための人づくりにあります。当協会は、地域の企業家的
リーダーと協力し、創造的企業の育成と地域経済の活性
化に取り組んでいます。
　全国の支部では、地域の会員の方々に「創造経営セミ
ナー」、「創造経営研究会」、「見学会」等の様々なサービ
スを提供しております。

会員支援事業
■ 会員交流活動
　会員限定の見学会や情報交流会、会員相互の異業種交
流を図っております。
■  教養講座（無料公開講座）（無料）
　経営だけでなく多彩なテーマに沿った各分野の専門家
をお招きし、わかりやすく、質疑応答を加え90分の無料
講義を開催しております。また会員の皆様には、会員専
用ページより教養講座や研修会の収録ビデオを視聴して
いただいております。
■ 出版・定期刊行物
　数多くの企業調査研究と専門家による経験を結集し、
「情報」を発信しております。
・月刊創造経営「CREATIVE	MANEGEMENT」
・創造経営マネジメントガイド
・創造手帳　その他書籍

問合せ先
一般社団法人日本創造経営協会　
事務局（押田）
〒113-0033　東京都文京区本郷2-10-9　冨士ビル5階
〔TEL〕	 03（3816）1451
〔FAX〕	 03（3814）1933
〔メールアドレス〕kyokaijimukyoku@sokei.co.jp

ネットワーク事業
■  企業生命の創造とイノベーション（SDNET-300）
　年8回、ハイブリッド型にて開催されている研究交流会
であり、日本創造経営グループによる組織的経営指導の
場であります。
　中核企業の育成に向け、「調査・研究」、「事業開発」を
行い、「中核企業を中心とした企業群経営」を図っており、
地域経済の活性化に
貢献しております。

北海道支部

青森支部

宮城支部
新潟支部

群馬支部北陸支部

広島支部

福岡支部
大阪支部

東京支部

沖縄支会

沿革
・昭和38年	10月	 	「綜経同人会」を発足、これを組織化、講

演会を定例化
・昭和45年	 1月	 	綜経同人会より「日本喜働経営協会」に

名称変更
・昭和46年	 3月	 「創造経営教室」を開催
・昭和47年	 9月	 「創造経営大学校」を設立
・昭和50年	 5月	 	「日本喜働経営協会」から「日本創造経営

協会」に名称変更
・平成10年		2月	 	寿命院友の会（100才クラブ）設立
・	 10月	 薄衣佐吉会長逝去
・平成21年	 	 	「日本創造経営協会」から「一般社団法人

日本創造経営協会」へ組織変更



日本創造経営協会		令和4年度行事予定
� 創造経営教室� ⃝教�教養講座� ⃝役�役員会� ⃝幹�創経コンサルタント部会幹事会
� 創造経営大学校（☆サブゼミ）� ⃝支�支部・支会連絡協議会� ⃝Ｓ��SDNET-300

月日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

令和３年

11月
⃝教

☆
Ⓢ

12月
⃝教

☆
⃝役 御

用
納

令和４年

1月
御
用
始

婦
人
教
室

研
究
発
表

Ⓢ
新年会
⃝幹
⃝役

2月
⃝教 Ⓢ

3月
⃝教 婦

人
教
室

⃝役 卒
業
式

4月
⃝教

入
学
式

Ⓢ

5月
⃝教 Ⓢ

⃝役

6月
⃝教

☆
Ⓢ
総
会

7月
⃝教

☆ ⃝役

8月
　

☆
Ⓢ
⃝役

9月
⃝教

☆ 研究
大会

次
世
代

創
立
記
念

10月
⃝教 Ⓢ

月日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

INFORMATION

婦人教室合宿

部会次世代

基礎

基礎

基礎

基礎 地方

大阪

大阪

企業

中級

大阪

中級

墓　参　休　暇

基礎

基礎 企業

基礎

基礎

地方

50期大学校

地方

中級

中級

中級

地方

地方

49期大学校

大阪中級

地方

49期大学校

50期大学校

50期大学校

50期大学校

50期大学校（富士宮）

50期大学校（富士宮）

50期大学校 ふうふ�創造

49期大学校

基礎

49期大学校（富士宮）

中級

中級

地方

地方

地方

地方

基礎

基礎

基礎



「
ア
ゲ
イ
ン
ス
ト
を
い
か
し
て
」

 

時
候
『
晩
秋
』

英
国
元
首
相
ウ
イ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、

「
凧
が
一
番
高
く
上
が
る
の
は
、

風
に
向
か
っ
て
い
る
時
で
あ
る
。

風
に
流
さ
れ
て
い
る
時
で
は
な
い
」
と
の
言
葉
を
残
し
た
。

ど
の
よ
う
な
困
難
に
遭
遇
し
て
も
、

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
困
難
は
な
い
。

ア
ゲ
イ
ン
ス
ト
（
向
か
い
風
）
が
強
い
時
こ
そ
、

希
望
を
掲
げ
て
進
む
こ
と
で
、

明
る
い
未
来
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
。

乗
り
越
え
る
た
め
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
、

次
へ
の
飛
躍
の
原
動
力
と
な
る
。

「
明
け
な
い
夜
」
は
な
い
。

2022年版 創造手帳 販売のお知らせ
　皆様にご好評をいただいており
ます『創造手帳』を、今年も販売い
たしております。
　「年頭所感（誓い）」、「年度業務目
標」に個人と仕事の実行計画が四
半期ごとに立てられます。
　また、「会社の年度方針」を記入す
ることで後日確認ができ、各々の成
果もチェックし易くなっております。
　社員皆様で活用していただき、経
営にお役立ていただくために、是非
ご購入ください。

◆ 価 格 ◆ 会員価格655円／1冊 （市場価格700円／1冊） 消費税込み
	 ※さらに50冊以上のご購入には割引きがありますので、お問い合わせください。
	 ※付属品の、家系図用紙、住所録、贈呈用専用袋は別売りとなります。

※お問い合わせは、 「一般社団法人日本創造経営協会　事務局」 まで
〒113－0033　東京都文京区本郷2-10-9　冨士ビル5階

［TEL］03-3816-1451 　［FAX］03-3814-1933
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